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頼
瑜
の
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
に
つ
い
て

―
―
『
大
日
経
』、『
瑜
祗
経
』
の
証
文
を
中
心
に 

―
―

中

村

賢

識

一
、
は
じ
め
に

四
重
秘
釈
は
、
あ
る
事
柄
を
解
釈
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
、
真
言
密
教
独
自
の
解
釈
方
法
で
あ
る
。
こ
の
四
重
と
は
、
浅
略
・
深
秘
・

秘
中
深
秘
・
秘
々
中
深
秘
の
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
は
『
大
日
経
疏
』
と
『
不
思
議
疏
』
を
典
拠
と
し
た
考
え
方
で
あ
り
、
東
密
の
学
匠
ら

に
よ
っ
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
、
道
範
（
一
一
七
八
～
一
二
五
二
）
の
『
光
明
真
言
四
重
釈
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
有
名
で
あ
り
、道
範
研
究
に
お
い
て
た
び
た
び
触
れ
ら
れ
て
き
た
。し
か
し
、四
重
秘
釈
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
研
究
は
数
少
な
い
。

四
重
秘
釈
の
主
な
先
行
研
究
に
は
、
松
崎
惠
水

（
１
）

氏
、
藤
田
隆
乗

（
２
）

氏
が
あ
げ
ら
れ
る
。
松
﨑
惠
水
氏
は
、『
光
明
真
言
四
重
釈
』
を
も
と

に
、
古
来
よ
り
民
衆
の
信
心
指
導
の
上
に
四
重
秘
釈
が
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
布
教
の
面
よ
り
再
評
価
を
行
っ
た
。
藤

田
隆
乗
氏
は
、
頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
の
四
重
秘
釈
は
有
相
無
相
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
加
持
身
説
の
論
拠
を
示
し
て
い
る
こ
と

と
、
理
性
院
流
や
地
蔵
院
流
の
印
信
口
決
よ
り
、
事
相
法
流
に
源
流
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
近
年
で
は
、
高
柳
さ
つ
き

（
３
）

氏
や
田
戸
大
智

（
４
）

氏
が
、
金
剛
三
昧
院
周
辺
で
著
さ
れ
た
『
真
禅
融
心
義
』（
伝
栄
西
）
や
『
菩
提
心
論

開
見
抄
』（『
開
見
抄
』、伝
実
範
）
に
、頼
瑜
が
説
く
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
に
類
似
す
る
解
釈
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

一
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八
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そ
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
四
重
秘
釈
は
、
密
教
独
自
の
解
釈
方
法
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
有
相
無
相
の
論
義
に
関
し
て
い
え
ば
、
栄
西
（
一
一
四
一

～
一
二
一
五
）
に
ゆ
か
り
の
あ
る
金
剛
三
昧
院
周
辺
の
著
作
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
そ
の
成
立
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
頼
瑜
の
四
重
秘
釈
に
つ
い
て
ま
と
め
、
有
相
無
相
の
論
義
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
宗
と
の
関
連
か

ら
そ
の
源
流
を
考
察
し
、
そ
の
後
の
展
開
ま
で
を
調
べ
て
み
た
い
。
な
お
、
書
き
下
し
に
関
し
て
は
経
典
名
に
『
』、
引
用
文
「
」
を
付

し
て
記
し
た
。

二
、
頼
瑜
の
四
重
秘
釈
に
つ
い
て

真
言
密
教
で
は
、
あ
る
事
柄
を
解
釈
す
る
際
に
、
浅
略
・
深
秘
・
秘
中
深
秘
・
秘
々
中
深
秘
の
四
重
に
分
け
て
解
釈
す
る
方
法
が
あ
る
。

こ
れ
を
四
重
秘
釈
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、『
大
日
経
疏
』
巻
三
に
説
か
れ
る
、

ま
た
此
の
経
の
文
に
浅
略
深
秘
の
二
釈
有
り
。
深
秘
釈
の
中
に
つ
い
て
ま
た
浅
深
有
り

（
５
）

と
い
う
「
具
縁
品
」
の
文
と
、『
不
思
議
疏
』
の
、

問
う
、
阿
は
誰
か
本
法
に
向
か
っ
て
呼
ん
で
、
本
不
生
を
造
す
る
や
。
答
う
、
三
重
有
り
。
一
に
は
秘
密
釈
、
二
に
は
秘
密
中
の
秘

釈
、
三
に
は
秘
秘
中
の
秘
釈
な
り
。
一
に
秘
密
釈
と
は
、
毘
盧
遮
那
仏
、
本
不
生
を
説
く
が
故
に
。
二
に
秘
密
中
の
秘
釈
と
は
、
阿

字
自
ら
本
不
生
を
説
く
が
故
に
。
三
に
秘
秘
中
の
秘
釈
と
は
、
本
不
生
の
理
に
自
ら
理
智
有
り
、
自
ら
本
不
生
を
覚
る
が
故
に

（
６
）

二
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の
文
を
組
み
合
わ
せ
て
成
立
し
た
と
古
来
よ
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
安
然（
八
四
一
？
～
九
一
五
？
）の『
胎
蔵
金
剛
菩
提
心
義
略
問
答
抄
』（『
菩
提
心
義
抄
』）に
、四
家
大
乗
の
解
釈
方
法
に
対
し
て
、

若
し
、『
大
日
経
義
釈
』に
三
種
釈
有
ら
ば
、此
の
経
文
に
云
う
が
如
し
。
浅
略
釈
有
り
、深
秘
釈
有
り
。
深
秘
中
に
も
ま
た
浅
深
有
り
。

若
し
、『
供
養
法
疏
』
に
も
ま
た
三
種
有
ら
ば
、
一
に
深
秘
釈
、
二
に
秘
中
深
秘
釈
、
三
に
秘
秘
中
深
秘
釈
な
り
。
両
文
を
相
合
し

て
即
ち
四
種
と
成
る

（
７
）

と
真
言
宗
の
解
釈
と
し
て
、『
大
日
経
義
釈
』
と
『
不
思
議
疏
』
を
典
拠
に
四
種
あ
げ
て
い
る
こ
と
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
四
重
秘
釈
は
、
有
相
無
相
、
五
供
養
、
弥
勒
菩
薩
（
諸
仏
諸
菩
薩
）
の
分
斉
、
に
つ
い
て
解
釈
す
る
際
な
ど
に
用
い
ら
れ

る
と
さ
れ
る

（
８
）

。
な
か
で
も
、
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
は
、
頼
瑜
が
加
持
身
説
の
論
拠
と
し
て
用
い
た
こ
と
で
重
要
な
概
念
の
一
つ
で
あ
る
。

有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
は
、
世
界
の
実
相
に
つ
い
て
有
相
か
無
相
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
般
的
に
、
有
相
無
相
の
四
重

秘
釈
と
い
っ
た
場
合
は
、
頼
瑜
の
説
く
「
遮
情
無
相
」（
初
重
）、「
有
相
有
相
」（
第
二
重
）、「
無
相
有
相
」（
第
三
重
）、「
無
相
無
相
」（
第

四
重
）
の
こ
と
を
指
す
。
そ
こ
で
、
頼
瑜
の
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』（『
指
心
鈔
』）
を
み
て
み
る
と

（
９
）

、
以
下
の
よ
う
に
四
重
秘
釈
の
証
文

が
記
さ
れ
て
い
る
。

初
重
の
遮
情
無
相
で
は
、

謂
く
、
九
種
迷
情
の
妄
仮
相
を
遮
す
る
が
故
な
り
。『
経
』
に
「
青
に
非
ず
、
黄
に
非
ず
」
等
と
云
う
是
れ
な
り
。
此
の
説
は
顕
家

の
百
非
洞
遣
果
性
不
可
説
に
同
ず
。
故
に
大
師
は
天
台
に
同
ず
と
雖
も
、
浅
深
無
き
に
非
ず
。
彼
の
四
言
及
ば
ざ
る
が
故
に
、
此
れ

義
の
如
く
執
を
破
す
故
な
り
。
後
の
表
徳
顕
実
の
中
に
三
有
り）

（（
（

三
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と
『
大
日
経）

（（
（

』
を
典
拠
に
、
天
台
宗
な
ど
の
顕
教
を
遮
情
、
密
教
を
表
徳
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
指
心
鈔
』
巻
一
五
で
も
、

「
然
も
此
の
心
は
在
纏
と
出
纏
と
に
皆
な
畢
竟
じ
て
無
相
な
り
」
と
は
、
真
言
行
者
の
初
め
の
此
れ
浄
菩
提
心
な
り
。
謂
く
、
此
の

菩
提
心
に
遮
表
の
二
義
有
り
。
遮
情
無
相
は
、
一
道
・
極
無
の
無
相
の
空
理
に
似
て
同
じ
。
故
に
「
即
是
乃
至
無
相
」
と
云
う
な
り
。

上
に
、「
謂
く
自
心
の
畢
竟
す
る
に
空
な
る
性
を
観
ず
」
と
言
う
は
、
一
道
・
極
無
の
玄
底
で
、
一
心
無
相
の
極
理
な
り）

（（
（

と
い
う
一
文
に
続
い
て
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
の
『
秘
蔵
宝
鑰
』
よ
り
、

謂
く
、
無
相
虚
空
相
及
び
非
青
非
黄
等
の
言
は
、
並
び
に
是
れ
法
身
真
如
一
道
無
為
の
真
理
を
明
か
す
。
仏
、
此
れ
を
説
い
て
初
法

明
道
と
名
づ
く
。『
智
度
』
に
は
入
仏
道
の
初
門
と
名
づ
く
。
仏
道
と
言
う
は
金
剛
界
宮
大
曼
荼
羅
の
仏
を
指
す
。
諸
の
顕
教
に
対

し
て
は
是
れ
究
竟
の
理
智
法
身
な
り
。
真
言
門
に
望
む
れ
ば
、
是
れ
則
ち
初
門
な
り）

（（
（

と
い
う
一
文
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
海
の
説
に
よ
っ
て
顕
教
を
遮
情
に
し
て
、
真
言
行
者
の
初
門
の
浄
菩
提
心
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。

第
二
重
の
有
相
有
相
で
は
、

自
性
法
身
は
、
劣
恵
の
為
に
説
く
と
こ
ろ
の
五
部
三
密
等
の
軌
則
な
り
。『
経
』
に
云
く
、「
当
来
世
の
時
に
お
い
て
劣
恵
の
諸
の
衆

生
は
、
唯
だ
有
相
に
依
っ
て
、
隨
順
し
て
是
の
法
を
説
く
」
と
文
り

）
（（
（

と
『
大
日
経）

（（
（

』
を
典
拠
に
、
自
性
法
身
が
劣
慧
の
た
め
に
説
く
五
部
三
密
な
ど
の
軌
則
を
有
相
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
指
心
鈔
』
巻

四
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一
五
で
も
、

経
中
に
は
但
だ
浅
略
鈍
機
の
密
行
を
挙
げ
、『
疏
』は
釈
し
て
深
秘
利
根
の
深
行
を
加
う
る
な
り
。
斯
れ
則
ち
真
言
利
鈍
の
行
を
以
て
、

能
所
寄
斉
と
為
す
な
り
。
但
だ
鈍
機
所
行
の
無
畏
の
中
で
、
顕
に
順
じ
て
釈
を
作
す
故
に
、
顕
密
の
差
別
自
ず
か
ら
顕
わ
る
。
故
に

ま
た
云
く
、
顕
を
所
寄
斉
と
為
す
と
言
う
は
違
い
無
し）

（（
（

と
『
大
日
経
』
に
説
か
れ
る
浅
略
鈍
機
の
密
行
に
加
え
て
、『
大
日
経
疏
』
で
は
深
秘
利
根
の
深
行
を
述
べ
て
い
る
た
め
、
機
根
に
応
じ

て
顕
密
の
差
別
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
後
に
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論）

（（
（

』（『
十
住
心
論
』）
を
引
用
し
て
、
真
言
行

者
の
住
心
に
次
第
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
あ
と
に
、
先
の
『
大
日
経
』
と
『
大
日
経
疏
』
を
引
用
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
の
文
は
有
相
無
相
に
次
の
如
く
劣
深
二
機
の
所
行
を
明
か
す
な
り
。
故
に
知
ん
ぬ
、
今
の
文
は
常
途
に
順
じ
て
釈
を
作
し
、
択
地

造
壇
等
の
有
為
事
迹
を
擬
儀
し
て
、
修
証
の
深
浅
を
顕
わ
す
な
り
と
言
わ
ん
と
ぞ

）
（（
（

こ
こ
で
は
、
機
根
の
違
い
に
よ
っ
て
、
有
相
無
相
に
勝
劣
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

第
三
重
の
無
相
有
相
で
は
、

謂
く
、勝
恵
に
被
む
り
説
く
と
こ
ろ
の
挙
足
下
足
は
皆
、是
れ
密
印
。
舌
相
所
転
は
皆
、是
れ
真
言
等
な
り
。
大
師
の
釈
に
云
く
、「
若

し　

字
門
に
入
ら
ば
、悉
く
一
切
の
相
を
離
る
。
離
相
の
相
は
相
と
し
て
具
せ
ざ
る
こ
と
無
し
」と
文
り
。
ま
た『
経
』第
七
卷
に
云
く
、

「
甚
深
無
相
の
法
は
劣
恵
の
堪
え
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
、
彼
等
に
応
ぜ
ん
が
為
の
故
に
、
兼
ね
て
有
相
の
説
を
存
せ
り
」
と
文
り
。
此
の

文
の
無
相
は
今
の
重
を
証
し
、
有
相
は
前
の
重
を
証
す
な
り）

（（
（

五
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と
『
十
住
心
論）

（（
（

』
を
典
拠
に
、
阿
字
門
に
入
る
と
す
べ
て
の
相
を
離
れ
る
た
め
、
無
相
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
『
大
日
経
』

を
引
用
し
て
、
文
中
に
あ
る
無
相
を
第
三
重
、
有
相
を
第
二
重
に
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
『
十
住
心
論
』
の
文
は
巻
二
で
も
、

問
う
、
前
に
無
相
法
身
と
云
い
、
今
、
何
ぞ
三
密
を
具
す
と
云
う
や
。
答
う
、
無
相
は
顕
教
遮
情
の
妄
仮
の
相
に
約
す
。
三
密
は
即

ち
真
言
表
徳
の
真
実
の
體
に
就
く
が
故
に
、
違
い
無
き
の
み
。
或
い
は
無
相
不
具
の
故
に
無
相
と
云
う
な
り）

（（
（

と
い
う
一
文
に
続
い
て
、
表
徳
の
無
相
を
述
べ
る
た
め
の
典
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
巻
一
二
で
も
、

顕
乗
の
如
来
は
無
相
不
具
の
義
を
知
ら
ざ
る
故
に
、
今
此
の
無
相
は
是
れ
九
種
妄
仮
の
像
貌
を
得
ず
。
故
に
尚
、「
不
能
得
其
像
貌
」

と
云
う
な
り）

（（
（

と
顕
教
の
無
相
と
異
な
る
こ
と
を
述
べ
ろ
た
め
の
典
拠
と
し
て
、『
十
住
心
論
』
の
一
文
を
引
用
し
て
い
る
。

第
四
重
の
無
相
無
相
で
は
、

自
証
は
勝
劣
二
機
も
及
ば
ず
。
言
心
は
両
種
倶
に
絶
す
。
然
れ
ど
も
理
智
宛
然
し
て
都
て
無
な
る
に
非
ざ
る
が
故
に
、
自
ら
理
智
有

り
て
本
不
生
を
覚
る
を
、
自
証
三
菩
提
と
云
う
な
り
。『
疏
』
第
十
九
に
云
く
、「
当
に
知
る
べ
し
。
此
の
空
は
是
れ
自
証
の
理
な
り
。

想
は
既
に
空
し
て
所
有
無
け
れ
ば
、
名
も
亦
た
是
の
如
し
」
と
文
り
。［
私
に
云
く
、
想
と
は
一
一
心
、
名
と
は
如
義
語
な
り
］
ま
た

云
く
、「
究
竟
し
て
自
証
不
思
議
空
の
法
の
中
に
お
い
て
、
而
も
一
切
の
功
徳
を
具
す
。
〇
自
然
智
が
此
の
字
門
を
加
持
す
る
に
由

る
が
故
に
、
無
量
の
語
を
生
ず
」
と
文
り
。［
自
証
空
の
法
の
中
に
自
ら
理
智
有
り
、
不
空
を
覚
る
が
故
に
云
く
、
而
し
て
一
切
功
徳

六
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を
具
す
。
此
の
徳
は
皆
、
無
想
な
る
が
故
に
空
法
と
云
う
な
り
］『
瑜
祇
経
』
に
云
く
、「
我
れ
本
よ
り
言
有
る
こ
と
無
し
。
但
し
利

益
の
為
に
説
く
」
と
文
り
。［
我
れ
本
よ
り
言
有
る
こ
と
無
し
と
は
、
本
地
自
証
位
な
り
。『
疏
』
に
云
く
、
自
証
の
理
は
是
れ
な
り
。

但
し
利
益
の
為
に
説
く
と
は
、
勝
劣
二
機
に
有
相
無
相
の
意
を
教
え
ら
れ
る
。『
疏
』
に
依
り
自
然
智
が
加
持
し
て
無
量
の
語
を
生

ず
は
、
是
れ
な
り）

（（
（

］　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［　
　

］
内
は
割
注
）

と
『
大
日
経
疏）

（（
（

』
と
『
瑜
祇
経）

（（
（

』
を
典
拠
に
し
て
、
本
地
自
証
位
に
言
心
が
絶
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

そ
こ
で
初
重
か
ら
第
四
重
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

〇
遮
情
門
　
＝
　
顕
教

（
衆
生
利
益
の
方
便
）

初
　
重
（
浅
略
）　
　
　
＝
　
遮
情
無
相

・「
青
に
非
ず
、
黄
に
非
ず
」、『
大
日
経）

（（
（

』

　
　
　

〇
表
徳
門
　
＝
　
密
教

（
衆
生
利
益
の
方
便
）

第
二
重
（
深
秘
）　
　
　
＝
　
有
相
有
相
、
劣
機

・「
当
来
世
の
時
に
お
い
て
劣
恵
の
諸
の
衆
生
は
、
唯
だ
有
相
に
依
っ
て
、
隨
順
し
て
是
の
法
を
説
く
」、『
大
日
経）

（（
（

』

・「
甚
深
無
相
の
法
は
劣
恵
の
堪
え
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
、
彼
等
に
応
ぜ
ん
が
為
の
故
に
、
兼
ね
て
有
相
の
説
を
存
せ
り
」、『
大
日
経）

（（
（

』

第
三
重
（
秘
中
深
秘
）　
＝
　
無
相
有
相
、
勝
機

・「
甚
深
無
相
の
法
は
劣
恵
の
堪
え
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
、
彼
等
に
応
ぜ
ん
が
為
の
故
に
、
兼
ね
て
有
相
の
説
を
存
せ
り
」、『
大
日
経）

（（
（

』

七
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・「
若
し　

字
門
に
入
ら
ば
、
悉
く
一
切
の
相
を
離
る
。
離
相
の
相
は
相
と
し
て
具
せ
ざ
る
こ
と
無
し
」、『
十
住
心
論）

（（
（

』

（
自
証
無
相
位
）

第
四
重
（
秘
秘
中
深
秘
）
＝
　
無
相
無
相

・「
我
れ
本
よ
り
言
有
る
こ
と
無
し
。
但
し
利
益
の
為
に
説
く
」、『
瑜
祇
経）

（（
（

』

・「
当
に
知
る
べ
し
。
此
の
空
は
是
れ
自
証
の
理
な
り
。
想
は
既
に
空
し
て
所
有
無
け
れ
ば
、
名
も
亦
た
是
の
如
し
」、『
大
日
経
疏）

（（
（

』

・「
究
竟
し
て
自
証
不
思
議
空
の
法
の
中
に
お
い
て
、
而
も
一
切
の
功
徳
を
具
す
。
…
…
（
中
略
）
…
…
自
然
智
が
此
の
字
門

を
加
持
す
る
に
由
る
が
故
に
、
無
量
の
語
を
生
ず
」、『
大
日
経
疏）

（（
（

』

こ
の
よ
う
に
『
指
心
鈔
』
で
は
、
有
相
無
相
を
四
重
に
分
け
て
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、『
大
疏
第
一
愚
草）

（（
（

』、『
瑜
祇

経
拾
古
鈔）

（（
（

』、『
顕
密
問
答
鈔）

（（
（

』、『
金
剛
頂
経
開
題
愚
草）

（（
（

』、『
阿
字
秘
釈）

（（
（

』
等
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
る）

（（
（

。
そ
の
ほ
か
に
、
頼
瑜
の
四
重
秘

釈
は
、『
十
住
心
論
衆
毛
鈔
』
の
「
於
深
秘
釈
中
又
分
顕
秘
事）

（（
（

」
に
も
み
ら
れ
る
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
著
作
を
ふ
ま
え
て
整
理
す
る
と
、
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
の
う
ち
、
初
重
と
第
二
重
は
『
大
日
経
』、
第
三
重
は
『
大

日
経
』、『
大
日
経
疏）

（（
（

』、『
十
住
心
論
』、『
五
輪
九
字
秘
密
釈）

（（
（

』、
第
四
重
は
『
瑜
祇
経
』、『
尊
勝
儀
軌）

（（
（

』、『
大
日
経
疏）

（（
（

』、『
性
霊
集）

（（
（

』
を

典
拠
と
し
て
い
る
。
な
お
『
阿
字
秘
釈
』
は
、
月
輪
・
阿
字
の
有
相
無
相
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
第
二
重
で
『
心
地
観
経）

（（
（

』、

『
菩
提
心
論）

（（
（

』、『
大
日
経
疏）

（（
（

』、『
異
本
即
身
成
仏
義）

（（
（

』
も
典
拠
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
み
る
と
、
頼
瑜
は
覚
鑁
（
一
〇
九
五
～
一
一
四
三
）
の
著
作
を
第
三
重
、
空
海
の
説
を
第
四
重
の
典
拠
と
し
て
用
い
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
真
言
宗
古
来
の
説
と
の
齟
齬
を
な
く
し
な
が
ら
、
自
証
無
相
位
を
説
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
は
、
特
に
説
法
の
有
無
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
藤
田
隆
乗
［
二
〇
〇
二
］

に
、「
加
持
身
説
法
説
を
提
唱
す
る
頼
瑜
に
と
っ
て
、
自
証
極
位
無
相
の
立
場
は
重
要
な
教
理
学
的
論
拠
で
あ
っ
た
。
頼
瑜
は
自
証
極
位

に
つ
い
て
、
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
を
立
て
て
解
釈
し
て
い
る）

（（
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
加
持
身
説
提
唱
に
有
相
無
相
の

八
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四
重
秘
釈
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
藤
田
氏
は
、
事
相
面
か
ら
も
考
察
を
行
い
、「
道
教
不
共
ノ
大
事）

（（
（

」
で
は
第
三
重
を
思
量
分
別
の
及
ば
な
い
大
不
二
の
位
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、「「
道
教
不
共
ノ
大
事
」
を
相
承
し
た
こ
と
は
、
加
持
身
説
の
教
学
の
提
唱
（
教
相
）
に
実
践
的
（
事
相
）
確
信
を
も
た

ら
し
た
と
推
察
す
る
も
の
で
あ
る）

（（
（

」
と
し
た
。
ま
た
さ
ら
に
、
真
空
よ
り
受
法
し
た
理
性
院
流
の
印
信
に
記
さ
れ
る
第
四
重
が
、
定
海

（
一
〇
七
四
～
一
一
四
九
）
門
下
の
元
海
（
一
〇
九
四
～
一
一
五
七
）
が
記
し
た
と
さ
れ
る
地
蔵
院
流
実
勝
方
の
印
信）

（（
（

に
記
さ
れ
る
第
四

重
（
第
三
重）

（（
（

）
印
明
に
似
て
、
六
大
本
有
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
同
一
性
を
示
唆
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
加
持
身
説
提
唱
に
は
理
性
院
流
と
地
蔵
院
流
の
受
法
が
関
連
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
指
心
鈔
』
等

の
教
主
義
に
関
す
る
著
作
の
成
立
年
次
（
一
二
七
五
年
前
後
～
）
と
地
蔵
院
流
第
三
重
印
可
の
受
法
年
次
（
一
二
七
九
年
）
と
の
前
後
関

係
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
考
察
す
べ
き
点
が
あ
り）

（（
（

、
頼
瑜
の
説
く
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
と
事

相
受
法
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
関
係
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
頼
瑜
の
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
は
、
加
持
身
説
提
唱
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
近
年
で
は
、
高
柳
氏

や
田
戸
氏
に
よ
っ
て
、
金
剛
三
昧
院
周
辺
を
拠
点
と
し
て
密
禅
併
修
を
実
践
し
て
い
た
東
密
僧）

（（
（

の
著
作
と
さ
れ
る
『
真
禅
融
心
義
』（
伝

栄
西
）
や
、
同
じ
く
密
禅
一
致
に
立
脚
し
た
と
さ
れ
る
東
密
僧）

（（
（

の
著
作
と
さ
れ
る
『
開
見
抄
』（
伝
実
範
）
に
、
頼
瑜
の
有
相
無
相
の
四

重
秘
釈
に
類
似
す
る
四
重
解
釈
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
他
宗
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
金
剛
三
昧
院

は
、
木
幡
の
真
空
（
一
二
〇
四
～
一
二
六
八
）
が
長
老
に
就
い
て
い
た
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
木
幡
の
三
重
釈
と
の
関
連
も
憶
測
さ
れ

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
は
、
学
頭
な
ど
に
よ
る
教
学
的
影
響）

（（
（

や
、
印
信
伝
授
な
ど
の
事
相
面
に
よ
る
影
響
の
ほ
か
に
、

他
宗
と
の
関
連
、
あ
る
い
は
他
宗
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
述
べ
ら
れ
た
可
能
性
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
以
下
よ
り
は
、

有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
の
典
拠
と
な
っ
た
証
文
が
他
宗
で
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
考
察
し
て
み
た
い
。

な
お
今
回
は
、
そ
の
中
で
も
比
較
的
多
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
真
実
事
行
品
」
の
一
文
と
、『
瑜
祇
経
』
の
文
を
め
ぐ
っ
た
解
釈
の
違

九
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い
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

三
、
天
台
に
お
け
る
有
相
無
相
の
解
釈
―
窪
田
哲
正
氏
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
ー

真
言
密
教
に
は
、法
門
を
解
釈
す
る
方
法
に
十
六
門（
十
六
玄
門
）あ
る
こ
と
が
、空
海
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、遮
情
、

表
徳
、
浅
略
、
深
秘
な
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
有
相
無
相
の
論
義
も
、
古
来
よ
り
こ
の
よ
う
な
解
釈
方
法
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
有
相
無
相
の
十
六
門
の
振
り
分
け
は
、『
大
疏
百
條
第
三
重
』
巻
五
の｢

無
相
至
極｣

に
、

先
づ
、
自
宗
に
お
い
て
、
有
相
無
相
の
法
門
の
重
数
を
云
う
に
二
義
有
り
。
一
に
は
、
自
証
説
の
学
者
の
義
は
、
無
相
は
遮
情
の
法

門
、
即
ち
浅
略
の
重
な
り
。
有
相
は
表
徳
の
法
門
、
即
ち
法
仏
自
内
証
の
法
門
な
る
が
故
に
深
秘
な
り
。
六
大
四
曼
五
相
三
密
等
の

諸
法
門
、
皆
是
れ
表
徳
有
相
の
重
な
り
。
自
証
極
位
に
住
し
て
両
部
大
経
を
説
く
。
其
の
所
説
の
法
門
と
は
、
此
の
表
徳
有
相
の
法

門
な
り
。
此
の
位
は
機
に
被
む
る
法
門
に
非
ざ
る
が
故
に
、
浅
深
の
重
無
し
。
故
に
宗
の
意
は
無
相
を
以
て
浅
と
為
し
、
有
相
を
以

て
至
極
と
為
す
な
り）

（（
（

と
あ
る
よ
う
に
、
自
証
説
の
学
者
は
無
相
を
遮
情
（
浅
略
）、
有
相
を
表
徳
（
深
秘
）
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
自
証
極
位
は
、
機
に

被
る
法
門
で
は
な
い
の
で
浅
深
が
な
い
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
東
密
で
は
、｢

密
教
の
無
相
は
、
有
相
に
対
す
語
で
は
な
く
、
有
相
は
そ
れ
ぞ
れ
差
別
の
有
相
の
一
相
に
一
切
相
・
無
限

相
が
本
来
、
具
わ
っ
て
い
る
か
ら
無
相
で
あ
る）

（（
（

｣

と
い
う
よ
う
に
、
有
相
無
相
に
浅
深
は
な
い
が
、
無
相
を
浅
略
、
有
相
を
深
秘
と
し

て
述
べ
て
き
た
。

一
〇
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こ
れ
に
対
し
て
天
台
で
は
、『
大
日
経
』
巻
七
の
「
真
実
事
行
品
」
に
、

甚
深
無
相
の
法
は
劣
慧
の
堪
え
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
彼
等
を
度
せ
ん
が
為
の
故
に
、
兼
ね
て
有
相
の
説
を
存
せ
り）

（（
（

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
無
相
の
優
位
性
が
唱
え
ら
れ
て
き
た）

（（
（

。

早
期
の
例
と
し
て
は
、
安
然
の
『
真
言
宗
教
時
義
』（
成
立
年
不
詳
）
に
、
法
相
宗
よ
り
真
言
法
門
に
向
け
ら
れ
た
七
つ
の
疑
難
に
「
真

実
事
行
品
」
の
一
文
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ま
た
真
言
法
は
、
劣
慧
の
者
の
為
に
、
仏
は
方
便
を
以
て
有
相
行
を
説
く
。
其
の
劣
慧
の
者
は
、
凡
夫
二
乗
に
し
て
上
智
を
為
す
に

非
ず
。
無
相
行
に
非
ず）

（（
（

こ
の
よ
う
に
法
相
宗
で
は
、
真
言
法
は
仏
が
劣
慧
の
為
に
説
い
た
有
相
行
で
あ
り
、
上
智
の
為
の
無
相
行
で
は
な
い
と
理
解
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
安
然
は
、

「
亦
た
普
く
一
切
衆
生
を
為
さ
ず
云
云
」
故
に
知
ん
ぬ
、
凡
夫
二
乗
を
為
さ
ず
。
而
し
て
上
文
に
云
う
、「
劣
慧
の
諸
の
衆
生
は
、
随

順
し
て
是
の
法
を
説
く
」
と
は
、
是
れ
未
来
劣
慧
の
衆
生
は
内
証
を
知
ら
ず
、
唯
だ
自
身
を
愛
で
災
い
を
除
き
福
を
求
め
る
と
為
し
、

仏
は
此
の
法
を
以
て
彼
の
衆
生
に
与
う
。
即
ち
此
の
門
に
お
い
て
、
仏
道
に
引
入
す
る
が
故
に
、
時
と
方
と
に
壇
を
立
て
修
法
等
の

事
を
説
く）

（（
（

と
「
具
縁
品）

（（
（

」
の
文
に
よ
っ
て
、
無
相
行
が
凡
夫
二
乗
の
為
の
説
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
一
方
で
、
有
相
無
相
の
優
劣
に
つ
い

一
一
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て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
仏
が
劣
慧
の
た
め
に
は
方
便
と
し
て
の
有
相
行
を
説
き
、
上
智
の
た
め
に
は
無
相
法
を
説
い
た
と
す
る

こ
と
に
対
し
て
、
異
義
が
な
か
っ
た
と
も
み
ら
れ
る）

（（
（

。

し
か
し
安
然
以
降
に
な
る
と
、
証
真
（
～
一
一
八
八
～
）
が
『
天
台
真
言
二
宗
同
異
章
』（
一
一
八
八
年
成
立
）
の
中
で
、

若
し
利
根
の
人
は
、唯
だ
無
相
観
念
を
用
う
。
若
し
鈍
根
の
人
は
、有
相
方
便
を
兼
助
す
。
故
に
天
台
に
云
く
、「
理
観
は
勝
る
と
雖
も
、

若
し
鈍
根
の
人
は
有
相
を
兼
ね
ず
ん
ば
、理
に
入
る
こ
と
能
わ
ず
。
利
人
は
但
だ
、理
観
を
用
い
て
理
に
入
る
。」［『
浄
名
疏
』に
出
づ
］

今
、
末
代
の
人
は
、
其
の
根
既
に
鈍
な
り
。
故
に
三
密
行
有
相
方
便
は
、
最
も
今
の
世
の
行
者
の
要
と
す
る
に
堪
え
る
な
り）

（（
（

（［　
　

］
内
は
割
注
）

と
利
根
の
人
は
無
相
観
念
、
す
な
わ
ち
理
観
に
よ
っ
て
理
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
鈍
根
の
人
は
有
相
方
便
で
あ
る
三
密
行
を
修
行
の

要
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
三
密
行
（
有
相
）
よ
り
も
理
観
（
無
相
）
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

そ
こ
で
頼
瑜
の
時
代
に
な
る
と
、
円
爾
弁
円
（
一
二
〇
二
～
一
二
八
〇
）
の
講
説
書
と
さ
れ
る
『
大
日
経
見
聞
』（
一
二
七
二
年
成
立
）

巻
三
に
あ
る
「
具
縁
品
」
の
中
で
、「
真
実
事
行
品
」
の
一
文
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

問
う
、
真
言
密
教
の
意
は
但
だ
、
有
相
曼
荼
羅
法
門
に
開
い
て
劣
慧
の
鈍
根
者
を
摂
る
者
か
、
如
何
。
答
う
、
劣
慧
の
者
の
為
に
は

有
相
曼
荼
羅
を
開
い
て
之
を
摂
る
。
利
根
の
者
の
為
に
は
菩
提
心
を
以
て
之
れ
を
摂
る
な
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
問
う
、
七
巻
に

云
く
、「
甚
深
無
相
法
は
劣
慧
の
堪
え
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
彼
等
に
応
ぜ
ん
が
為
の
故
に
、
兼
ね
て
有
相
の
説
を
存
せ
り
」
と
文
り
。

し
か
ら
ば
、
利
根
勝
慧
の
者
の
為
に
甚
深
無
相
法
を
以
て
之
を
摂
り
、
鈍
機
劣
慧
の
者
の
為
に
有
相
曼
荼
羅
を
以
て
之
を
摂
る
か
。

答
う
、
然
る
べ
き
な
り）

（（
（

一
二
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こ
こ
で
は
劣
慧
の
た
め
の
有
相
行
、
勝
慧
の
た
め
の
無
相
法
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
巻
八
に
あ
る
「
持
明
禁
戒
品
」
で
も
、

世
間
に
従
っ
て
出
世
に
至
る
は
、
有
相
に
従
っ
て
無
相
に
入
る
。
此
れ
は
是
れ
密
教
の
大
綱
。
行
者
の
通
相
な
り）

（（
（

と
世
間
に
従
っ
て
出
世
間
に
至
る
と
同
じ
く
、
有
相
に
従
っ
て
無
相
に
入
る
こ
と
が
密
教
の
大
綱
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
安
然
は
有
相
無
相
の
優
劣
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
を
、
証
真
や
円
爾
弁
円
は
機
根
の
違
い
に
よ
っ
て

そ
の
優
劣
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
優
劣
が
次
第
に
明
確
に
な
っ
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
頼
瑜
と

同
時
代
の
天
台
僧
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

宣
淳
（
一
二
二
四
～
一
三
〇
七
）
は
、『
明
矢
石
論
』（
一
二
九
九
年
成
立
）
の
中
で
「
真
実
事
行
品
」
の
一
文
を
引
用
し
て
、
次
の
よ

う
に
明
確
な
比
較
を
行
っ
た
。

文
意
は
、
無
相
甚
深
の
教
は
言
断
心
滅
し
て
、
劣
慧
の
堪
え
ざ
る
が
故
に
、
仏
は
方
便
力
を
以
て
、
事
相
の
曼
荼
羅
等
に
寄
せ
て
、
初

心
者
の
心
を
摂
り
て
誘
引
せ
し
む
。
是
れ
は
則
ち
、
顕
教
は
無
相
を
談
ず
る
が
故
に
勝
り
、
密
教
は
有
相
を
説
く
が
故
に
劣
る
な
り）

（（
（

こ
の
よ
う
に
顕
教
で
説
く
無
相
が
、
密
教
で
説
く
有
相
よ
り
も
優
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
心
賀
（
一
二
四
三
～
一
三
一
〇
～
）
も
、『
二
帖
抄
』（
一
三
一
〇
年
成
立
）
に
あ
る｢

真
言
天
台
同
異
事｣

の
中
で
、｢

真
実
事

行
品｣

を
引
用
し
て
比
較
し
て
い
る）

（（
（

。

真
言
行
法
の
三
密
五
相
の
修
行
は
、「
兼
存
有
相
説
」
の
下
に
之
を
立
つ
。
甚
深
無
相
の
と
こ
ろ
を
直
に
行
じ
て
宗
を
立
て
る
事
は
、

劣
恵
の
堪
え
ざ
る
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
之
を
許
さ
ず
事
な
り
。
天
台
は
天
真
独
朗
の
真
如
理
智
な
る
と
こ
ろ
を
直
に
行
じ
て
宗
を
立
て

一
三
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た
る
な
り
。
豈
に
勝
劣
非
ず
や）

（（
（

こ
の
よ
う
に
天
台
で
は
真
如
理
智
を
直
に
行
じ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
優
劣
を
述
べ
て
い
る
。
真
如
理
智
を
直
に
行
じ
る
と

は
、「
真
言
宗
は
阿
字
起
こ
り
て
の
宗
」
に
対
し
て
、
天
台
が
「
真
如
理
智
一
方
も
起
こ
ら
ざ
る
処
に
宗
を
立
つ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

（（
（

。

こ
れ
は
、安
然
の
『
菩
提
心
義
抄
』
に
説
か
れ
る
「
阿
字
四
重
釈）

（（
（

」
を
典
拠
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
梵
王
説
阿
字
」（
初
重
）、

「
大
日
説
阿
字
」（
第
二
重
）、「
阿
字
説
阿
字
」（
第
三
重
）、「
真
如
理
智
説
阿
字
」（
第
四
重
）
と
説
く
、
阿
字
に
つ
い
て
の
四
重
解
釈
で

あ
る
。
ま
た
『
雑
々
抄
』（
一
四
五
〇
年
頃
成
立
）
に
よ
れ
ば
、
初
重
か
ら
第
三
重
は
「
真
実
事
行
品
」
の
「
兼
存
有
相
説
」
を
典
拠
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も）

（（
（

、
真
如
理
智
を
直
に
行
じ
る
甚
深
無
相
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
天
台
で
は
「
真
実
事
行
品
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
安
然
の
こ
ろ
よ
り
、
真
言
に
対
す
る
天
台
の
優
位
性
が
述
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
明
確
化
し
て
い
っ
た
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
無
相
に
対
す
る
有
相
法
の
優
位
性
も
ま
た
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
光
宗
（
～
一
三
一
七
～
）
の
『
渓
嵐
拾
葉
集
』（
一
三
一
一
～
一
三
四
八
年
成
立
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
菩
提
心
義
抄
」

で
は
、
澄
尋
（
一
二
四
一
～
一
三
一
八
）
の
説
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
四
つ
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

①
龍
猛
大
士
が
最
初
に
陰
陽
の
法
術
等
を
弘
通
し
給
う
時
、
道
士
法
に
付
く
有
相
の
択
地
造
壇
等
、
こ
れ
有
り
。「
兼
ね
て
有
相
説
を

存
せ
り
」
等
と
云
う
な
り
。
次
に
今
、
大
日
経
王
等
の
説
は
、
皆
是
れ
甚
深
の
無
相
教
法
な
り
。
故
に
「
無
相
甚
深
」
の
説
な
り）

（（
（

②
『
大
日
経
』「
住
心
品
」
の
如
実
知
自
心
の
菩
提
心
は
、
是
れ
勝
義
み
な
空
の
法
門
。
故
に
「
無
相
甚
深
の
法
」
の
説
な
り
。
次
に
「
具

縁
品
」
以
去
の
有
相
の
択
地
造
壇
は
兼
ね
て
劣
恵
の
処
の
有
相
三
密
の
法
な
り
。
故
に
「
兼
ね
て
有
相
の
説
を
存
せ
り
」
と
云
う
な
り）

（（
（

③
無
相
法
身
の
三
密
は
、か
つ
て
手
印
標
示
の
儀
相
に
非
ざ
る
を
以
つ
な
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
「
無
相
甚
深
の
法
」
と
云
う
な
り
。

然
し
て
劣
機
の
為
に
は
「
無
相
甚
深
の
法
」、
即
ち
是
れ
修
成
顕
得
方
便
と
成
る
が
故
に
、「
兼
ね
て
有
相
説
を
存
せ
り
」
と
云
う
有

る
な
り）

（（
（

一
四
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④
凡
そ
秘
密
宗
の
意
は
、
無
相
甚
深
の
法
の
上
に
有
相
高
し
と
習
う
な
り
。
ゆ
え
に
有
相
は
全
て
相
な
り
。
無
相
は
全
て
有
相
な
る
が

ゆ
え
に
、
相
無
相
甚
深
と
説
く
な
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
重
薬
は
重
病
を
治
す
如
き
と
解
く
な
り
。
凡
そ
無
相
甚
深
の
教
は
力
の

及
ば
ず
と
こ
ろ
。
三
密
法
は
能
く
こ
れ
を
益
す
。
故
に
、
無
相
甚
深
の
法
の
上
に
真
言
の
有
相
高
し
と
云
う
意
な
り）

（（
（

こ
の
う
ち
④
は
、
有
相
法
の
優
位
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
①
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
が
、
②
③
は
劣
慧
の
た
め
の

有
相
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
③
は
証
真
と
同
様
に
劣
機
の
た
め
に
有
相
三
密
行
を
説
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
天
台
に
お
い
て
は
「
真
実
事
行
品
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
有
相
に
対
す
る
無
相
の
優
位
性
が
述
べ
ら
れ
、
次
第
に

明
確
化
し
て
い
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、
複
数
の
説
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
光
宗
の
こ
ろ
に
な
る
と
諸

説
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
、
禅
に
お
け
る
無
相
の
解
釈　

―
―
『
瑜
祇
経
』
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―
―

頼
瑜
が
説
く
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
は
、
遮
情
と
表
徳
の
違
い
よ
り
顕
教
と
密
教
の
二
つ
に
大
き
く
分
け
た
上
で
、「
真
実
事
行
品
」
を

典
拠
に
し
て
無
相
行
の
優
位
性
を
述
べ
て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、古
来
よ
り
真
言
宗
で
は
有
相
が
表
徳
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

「
真
実
事
行
品
」
は
、
安
然
の
こ
ろ
よ
り
無
相
行
の
優
位
性
を
示
す
た
め
に
、
天
台
僧
に
よ
っ
て
た
び
た
び
用
い
ら
れ
て
き
た
典
拠
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
頼
瑜
は
古
来
の
説
に
よ
ら
ず
、
安
然
な
ど
の
天
台
僧
の
説
に
同
意
す
る
解
釈
を
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
見
す
る
と
、
頼
瑜
は
安
然
以
降
の
天
台
の
解
釈
を
踏
襲
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
最
終
的
に
は
『
瑜
祇
経
』

を
典
拠
に
し
て
、「
真
実
事
行
品
」
に
よ
っ
て
説
い
た
無
相
の
上
に
、
さ
ら
に
無
相
を
説
い
た
。
こ
の
無
相
上
の
無
相
で
は
、『
瑜
祇
経
』

の
「
我
れ
本
よ
り
言
有
る
こ
と
無
し
。
但
し
利
益
の
為
に
説
く
」
の
一
文
を
用
い
て
、
自
証
無
相
位
に
し
て
利
益
の
為
に
説
く
こ
と
を
述

一
五
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べ
て
い
た
。

先
述
し
た
が
、
天
台
で
は
有
相
に
対
す
る
無
相
の
優
位
性
を
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
著
作
で
は
、『
瑜
祇
経
』
の

一
文
を
典
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
頼
瑜
が
無
相
無
相
を
説
く
た
め
の
典
拠
と

し
た
『
瑜
祇
経
』
の
一
文
は
、
当
時
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
の
か
、
注
釈
書
等
よ
り
み
て
い
き
た
い
。

『
瑜
祇
経
』
は
十
二
品
か
ら
な
り
、
真
言
宗
で
は
両
部
不
二
の
深
義
を
説
く
経
典
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
深
秘
な
経
典

で
あ
る
た
め
、
第
二
・
五
・
七
の
三
品
を
除
い
た
九
品
は
伝
法
灌
頂
者
の
み
に
授
け
る
こ
と
を
倣
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、『
瑜
祇
経
』

全
体
の
注
釈
書
は
数
少
な
く
、
頼
瑜
以
前
に
み
て
も
安
然
、
実
運
（
一
一
〇
五
～
一
一
六
〇
）、
道
範
の
著
作
し
か
見
当
た
ら
な
い
。

そ
こ
で
実
運
の
『
瑜
祇
経
秘
訣
』（
成
立
年
不
詳
）
を
み
る
と
、

凡
そ
此
の
経
の
十
二
品
は
、
皆
是
れ
持
真
言
行
者
の
法
爾
自
然
、
自
身
成
仏
の
法
門
な
り
。
其
の
體
は
是
れ
普
賢
如
来
な
り
。
種
子

は
即
ち　

字
な
り
。
此
の
字
の
字
相
は
言
説
、
字
義
は
離
言
説
不
可
得
な
り
。『
経
』
の
「
我
本
無
有
言
」
は
字
義
の
辺
な
り
。「
但

為
利
益
説
」
は
字
相
の
邊
な
り
。
故
に
有
言
の
字
相
は
今
経
の
十
二
品
の
伝
教
法
門
を
指
す
。
離
言
の
字
義
は
一
切
衆
生
の
法
然
本

有
の
自
體
を
指
す
。
若
し
最
上
乗
の
者
有
れ
ば
、
自
身
成
仏
の
如
義
言
説
の
自
証
会
の
談
に
遇
う）

（（
（

と
先
の
『
瑜
祇
経
』
の
一
文
を
字
義
と
字
相
の
二
つ
に
分
け
て
解
釈
し
、
字
相
が
伝
教
法
門
で
あ
り
、
字
義
が
法
然
本
有
の
自
體
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
道
範
の
『
瑜
祇
経
口
決
』（
一
二
四
一
年
成
立
）
巻
五
に
も
、

問
う
、
字
相
字
義
に
付
し
て
有
言
無
言
を
分
別
せ
ば
、
無
言
を
自
証
と
為
し
て
深
と
為
す
。
字
相
を
化
他
と
為
し
て
浅
と
為
す
か
。

答
う
、且
く
初
重
の
常
途
の
義
に
准
ぜ
ば
然
る
べ
し
。
深
秘
の
実
義
に
依
ら
ば
諸
字
の
字
相
即
ち
本
有
宛
然
の
真
言
な
り
。
…
…（
中

一
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略
）
…
…
ま
た
自
証
位
無
言
説
と
は
、是
れ
顕
教
の
教
相
な
り
。『
二
教
論
』
の
「
言
語
心
量
離
不
離
、顕
密
分
別
」
の
如
し
。
今
、「
我

本
無
有
言
」
は
四
種
の
妄
言
説
を
遣
り
、「
但
為
利
益
説
」
は
如
義
言
説
な
り
。
別
本
に
云
く
、「
但
此
利
益
説
」
は
是
れ
隨
他
の
説

な
る
が
故
に
如
義
自
性
の
説
に
非
ず
べ
し
。
如
何
。
答
う
、
此
の
経
は
自
性
会
の
説
を
開
く
が
故
に
、
此
の
経
の
前
に
は
変
化
等
流

所
説
の
顕
教
権
門
の
法
、
猶
是
れ
自
性
法
界
の
體
な
り
。
何
ぞ
況
ん
や
、
此
の
経
の
「
但
為
利
益
説
」
は
、
此
の
経
の
自
性
の
説
を

未
来
の
最
上
乗
の
者
に
被
ら
し
上
る
の
義
辺
な
り）

（（
（

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
自
証
位
無
言
説
の
顕
教
と
、
自
証
の
説
を
未
来
の
最
上
乗
の
者
に
説
く
密
教
の
違
い
を
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
天
台
の
澄
豪
（
一
二
五
九
～
一
三
五
〇
）
は
『
瑜
祇
経
聴
聞
抄
』（
一
三
三
四
年
以
前
成
立
）
の
中
で
、

問
う
、
今
経
は
自
性
無
言
説
な
り
。
何
ぞ
今
の
文
を
以
て
利
他
に
趣
い
て
事
を
説
く
と
云
う
べ
し
や
。
答
う
、
自
性
無
言
の
義
は
覚

大
師
の
権
門
の
心
と
判
じ
た
ま
え
り
。
此
の
経
の
説
相
は
内
証
の
説
に
取
て
、
横
竪
の
義
之
れ
有
り）

（（
（

。

と
『
瑜
祇
経
』
を
自
証
無
言
説
の
経
典
と
す
る
の
は
円
仁
（
七
九
四
～
八
六
四
）
の
説
で
あ
り
、
内
証
の
説
に
よ
っ
て
横
竪
の
義
が
あ
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
性
心
（
一
二
八
七
～
一
三
五
七
）
は
『
瑜
祇
秘
要
决
』（
一
三
五
七
年
成
立
）
の
「
我
本
無
有
言
事
」
の
中
で
、

茲
の
義
に
因
ん
で
曰
く
、
我
れ
本
よ
り
言
有
る
こ
と
無
し
、
而
し
て
仏
は
未
来
最
上
乗
の
機
を
愍
れ
み
、
本
有
名
字
の
章
句
を
開
示

し
た
も
う
が
故
に
、「
但
し
利
益
の
為
に
説
く
」
と
云
う
。
今
時
の
禅
者
未
だ
秘
旨
を
尋
ね
ず
。
ま
た
教
文
を
委
ね
ず
、
輒
ち
文
を

見
て
義
を
説
く
。
甚
だ
誤
る
者
な
り
…
…
（
中
略
）
…
…
花
厳
学
者
の
曰
く
、「
我
れ
本
よ
り
言
有
る
こ
と
無
し
」
と
は
、
果
分
不

可
説
を
指
す
。「
但
し
利
益
の
為
」
と
は
、
因
分
可
説
の
分
斉
な
り）

（（
（

一
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と
「
我
本
無
有
言
」
の
文
を
め
ぐ
っ
た
、
禅
者
と
華
厳
学
者
の
説
を
あ
げ
、
禅
者
は
秘
旨
を
尋
ね
ず
に
文
を
見
て
い
る
た
め
に
誤
り
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
頼
瑜
が
第
四
重
の
無
相
無
相
を
述
べ
る
た
め
の
典
拠
と
し
た
『
瑜
祇
経
』
の
一
文
を
め
ぐ
っ
て
、
東
密
で
は
字
相
字

義
の
解
釈
に
よ
っ
て
顕
教
と
異
な
る
こ
と
を
述
べ
、
天
台
で
は
円
仁
の
解
釈
に
自
証
無
言
説
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
そ
こ
で
性
心

は
、「
今
時
の
禅
者
」
で
も
典
拠
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
義
を
誤
る
者
が
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
で
は
、
禅
宗
に
と
っ

て
の
『
瑜
祇
経
』
は
無
相
を
示
す
た
め
の
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
次
に
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
円
爾
弁
円
が
癡
兀
大
慧
（
一
二
二
九
～
一
三
一
二
）
に
伝
授
し
た
講
義
書
で
あ
る
『
瑜
祗
経
見
聞
』（
一
二
七
四
年
成
立
）
を

み
て
み
た
い
。
本
書
に
は
癡
兀
大
慧
に
よ
る
割
注
か
定
か
で
は
な
い
が
、『
瑜
祗
経
』
の
一
文
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

我
れ
本
よ
り
言
有
る
こ
と
無
し
。
但
し
利
益
の
為
に
説
く
。［
此
は
是
れ
本
地
身
の
直
説
な
り
。
我
れ
本
よ
り
言
有
る
こ
と
無
し
、

但
し
利
益
の
為
に
説
く
と
は
、
一
智
本
地
の
直
説
な
り
。
此
れ
本
地
身
の
直
説
と
は
望
不
定
な
り
。
平
等
身
に
約
す
と
き
は
説
か
ざ

る
な
り
。
加
持
身
に
約
す
と
き
は
説
く
べ
し
な
り
。
平
等
身
は
真
諦
の
辺
。
加
持
身
は
俗
諦
の
辺
な
り）

（（
（

］　　
　
（［　
　

］内
は
割
注
）

こ
の
よ
う
に
『
瑜
祗
経
』
を
典
拠
と
し
て
、
平
等
身
は
説
か
ず
に
加
持
身
が
説
く
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

次
に
、『
真
禅
融
心
義
』（
著
者
・
成
立
年
不
詳
）
を
み
て
み
た
い
。
本
書
は
、
金
剛
三
昧
院
周
辺
で
著
さ
れ
た
著
作
と
さ
れ
る
が
、
頼

瑜
と
同
じ
よ
う
な
四
重
秘
釈
を
用
い
て
、
第
四
重
の
無
相
無
相
が
禅
宗
の
教
理
と
一
致
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
著
作
で
あ
る
。
こ
の
四

重
秘
釈
は
、「
有
相
有
相
」（
初
重
）、「
有
相
無
相
」（
第
二
重
）、「
無
相
有
相
」（
第
三
重
）、「
無
相
無
相
」（
第
四
重
）
と
い
い
、
頼
瑜

の
四
重
秘
釈
と
比
べ
て
初
重
と
第
二
重
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
有
相
無
相
の
順
序
に
つ
い
て
は
、

一
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密
教
に
依
て
義
理
を
対
判
す
る
に
大
い
に
分
ち
て
二
門
有
り
。
遮
情
門
・
表
徳
門
な
り
。
遮
情
は
有
相
に
通
じ
、
表
徳
は
無
相
に
同

じ
。
又
た
二
門
有
り
。
竪
差
別
門
・
横
平
等
門
。
竪
差
別
門
は
有
相
に
通
じ
、
横
平
等
門
は
無
相
に
同
じ
。
又
た
二
門
有
り
。
教
行

門
・
実
行
門
な
り
。
教
行
門
は
有
相
に
通
じ
、
実
行
門
は
無
相
に
同
じ
。
…
…
（
中
略
）
…
…
有
相
は
浅
義
な
り
。
劣
慧
の
為
に
之

を
説
く
。
無
相
は
深
理
な
り
。
上
根
の
為
に
之
を
演
ず）

（（
（

と
劣
慧
の
た
め
の
有
相
を
浅
略
、
上
根
の
た
め
の
無
相
を
深
秘
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
相
に
な
る
ほ
ど
深
秘
に
な
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
『
真
禅
融
心
義
』
の
巻
下
を
み
る
と
、

問
う
、
密
宗
の
無
相
三
密
と
禅
宗
の
無
相
一
法
は
、
相
同
じ
こ
と
を
標
示
す
る
文
証
は
あ
る
や
。
答
う
、
両
方
共
に
経
の
文
証
有
る

な
り
。
問
う
、
何
れ
の
経
に
其
の
文
証
有
る
や
。
答
う
、
密
宗
に
依
る
は
、『
瑜
祇
経
』
に
説
く
「
我
本
無
有
言
云
云

）
（（
（

」

と
密
禅
一
致
を
述
べ
る
た
め
の
典
拠
と
し
て
、『
瑜
祇
経
』
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
中
の
無
相
三
密
に
つ
い
て
は
、
第
四
重

の
無
相
無
相
を
示
す
箇
所
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

大
日
経
疏
釈
の
阿
字
無
相
成
仏
義
に
云
く
、「
我
本
不
生
を
覚
る
と
は
、
謂
く
、
自
心
本
よ
り
こ
の
か
た
不
生
と
覚
る
。
即
ち
、
是

れ
成
仏
し
て
、
而
し
て
実
に
覚
な
く
、
成
無
き
な
り
云
云
」
是
れ
は
此
れ
、
甚
深
無
相
の
無
相
三
密
の
義
理
な
り
。
…
…
（
中
略
）

…
…
此
の
甚
深
無
相
の
無
相
の
極
理
の
上
に
、
仮
に
有
相
三
密
の
名
言
を
立
て
る
と
雖
も
、
只
だ
之
れ
幻
夢
の
如
し
。
三
密
の
義
理

は
い
ま
だ
常
途
の
有
相
三
密
の
法
門
と
同
ぜ
ず）

（（
（

こ
こ
で
は
有
相
三
密
に
対
す
る
無
相
三
密
の
優
位
性
を
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
無
相
が
極
理
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
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次
に
、『
開
見
抄
』（
著
者
・
成
立
年
不
詳
）
を
み
て
み
た
い
。
本
書
は
、
密
禅
一
致
に
立
脚
し
た
東
密
僧
が
著
わ
し
た
と
さ
れ
る
。
本

書
で
は
、
法
身
の
内
証
に
言
説
有
る
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

疑
て
云
く
、
凡
そ
顕
密
二
教
分
別
と
は
、
偏
に
法
身
説
法
の
有
無
に
依
る
。
若
し
法
身
に
言
説
無
け
れ
ば
、
顕
宗
と
何
ぞ
別
る
る
や
。

答
う
。
顕
宗
は
法
身
に
お
い
て
独
り
無
相
無
言
と
談
ず
る
を
、
是
れ
を
名
づ
け
て
法
身
と
為
す
。
密
宗
は
四
身
に
お
い
て
共
に
有
相

有
言
を
談
ず
る
を
、
是
れ
を
名
づ
け
て
化
他
と
為
す
。
且
く
四
句
を
以
て
之
れ
を
分
別
す
と
は
、
一
つ
に
有
相
有
相
［
顕
宗
化
他
］。

二
つ
に
有
相
無
相
［
顕
宗
自
証
］。
三
つ
に
無
相
有
相
［
密
宗
化
他
］。
四
つ
に
無
相
無
相
［
密
宗
自
証
］。
今
此
の
第
四
は
心
を
以

て
心
を
伝
う）

（（
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（［　
　

］
内
は
割
注
）

こ
こ
で
は
法
身
の
内
証
に
言
説
が
あ
る
か
、
顕
密
の
立
場
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
あ
と
、
顕
教
と
密
教
を
そ
れ
ぞ
れ
化
他
と
自
証
に
開
い
て
、

有
相
無
相
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
四
重
秘
釈
は
、『
菩
提
心
論
見
聞
』（
著
者
・
成
立
年
不
詳
）
に
も
、

一
つ
に
色
相
色
相
［
顕
宗
化
他
］、
二
つ
に
色
相
無
相
［
顕
宗
自
証
］、
三
つ
に
無
相
有
相
［
密
宗
化
他
］、
四
つ
に
無
相
無
相
［
密

宗
自
証）

（（
（

］　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［　
　

］
内
は
割
注
）

と
『
開
見
抄
』
に
類
似
し
た
思
想
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
『
開
見
抄
』
と
異
な
り
、
初
め
の
二
重
の
名
称
を
色
相
の
色
相
、

色
相
の
無
相
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
『
開
見
抄
』
や
『
菩
提
心
論
見
聞
』
は
、
有
相
無
相
を
顕
教
と
密
教
に
大
き
く
分
け
た
上
で
、
自
証
化
他
の
二
つ
に
分
け

て
解
釈
し
て
い
た
。
そ
こ
で
両
書
は
、自
証
の
無
相
に
言
説
が
な
い
こ
と
を
示
す
証
文
と
し
て
、「
真
実
事
行
品
」、『
瑜
祇
経
』、『
大
日
経
疏）

（（
（

』、

円
珍
（
八
一
四
～
九
一
）
の
『
大
毘
盧
遮
那
成
道
心
目）

（（
（

』
の
文
を
引
用
し
た
あ
と
に
、
典
拠
と
な
る
著
作
が
数
多
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

二
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そ
の
た
め
、
具
さ
に
述
べ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
諸
学
者
は
文
に
任
せ
て
義
を
述
べ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、『
真
禅
融
心
義
』、『
開
見
抄
』、『
菩
提
心
論
見
聞
』
で
は
有
相
無
相
に
つ
い
て
、
頼
瑜
に
類
似
す
る
四
重
秘
釈
を
説

い
て
い
る
も
の
の
、初
重
を
有
相
（
色
相
）
有
相
（
色
相
）、第
二
重
を
有
相
（
色
相
）
無
相
と
し
て
、そ
の
順
序
が
一
部
異
な
っ
て
い
た
。

有
相
無
相
の
優
劣
に
つ
い
て
は
、『
開
見
抄
』
や
『
菩
提
心
論
見
聞
』
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
文
意
を
み
る
に
、
い
ず

れ
の
著
作
も
有
相
に
対
す
る
無
相
の
優
位
性
を
述
べ
て
い
た
。
そ
こ
で
共
通
の
典
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
が
、「
真
実
事
行
品
」

の
一
文
と
、『
瑜
祇
経
』
で
あ
っ
た
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
古
来
よ
り
天
台
で
は
「
真
実
事
行
品
」
を
典
拠
と
し
て
、
無
相
の
優
位
性
を
説
く
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
こ
れ
ら
の
著
作
で
は
、『
瑜
祇
経
』
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
無
相
の
優
位
性
を
説
く
た
め
に
『
瑜
祇
経
』

を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
頼
瑜
と
同
時
代
、
あ
る
い
は
近
し
い
年
代
の
禅
宗
と
接
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
次

に
、
頼
瑜
と
同
時
代
の
禅
宗
僧
は
有
相
無
相
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
、
最
後
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

円
爾
に
参
禅
し
た
と
さ
れ
る
無
住
道
暁
（
一
二
二
六
～
一
三
一
二
）
は
、『
沙
石
集
』（
一
二
七
九
年
成
立
）
巻
一
〇
末
の
「
建
仁
寺
の

門
徒
の
中
に
臨
終
目
出
き
事
」
の
中
で
、

坐
禅
観
法
の
真
実
の
相
応
の
処
、
真
言
も
禅
門
も
隔
て
な
く
や
。
文
字
を
立
て
、
文
字
を
立
て
ず
、
少
し
の
変
わ
り
な
し
。
禅
門
は

直
に
上
根
を
接
し
、
真
言
は
文
字
を
立
て
、
中
下
を
導
く
ば
か
り
な
り
。
実
証
の
処
、
異
な
る
べ
か
ら
ず
。
祖
師
の
意
、
多
く
か
く

の
如
し）

（（
（

と
真
言
と
禅
は
機
根
に
よ
る
違
い
は
あ
れ
ど
も
教
え
は
同
じ
不
立
文
字
、
す
な
わ
ち
無
相
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
機
根
に
つ

い
て
は
、
巻
五
末
の
「
権
化
の
和
歌
翫
び
給
う
事
」
に
、

二
一
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「
禅
教
の
差
別
は
方
便
の
位
に
あ
り
。
実
証
の
所
は
異
な
る
べ
か
ら
ず
」
と
見
え
た
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
機
情
を
守
り
、
生
熟

を
待
ち
て
、
浅
き
よ
り
深
き
に
進
め
、
有
相
よ
り
無
相
に
入
る
事
、
こ
れ
中
下
の
根
を
接
す
る
方
便
な
り）

（（
（

と
有
相
に
よ
っ
て
無
相
に
入
る
こ
と
は
中
下
の
根
を
摂
す
る
方
便
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
無
住
道
暁
は
『
聖
財
集
』（
成

立
年
不
詳
）
の
「
起
念
を
行
う
べ
か
ら
ざ
る
事）

（（
（

」
で
、
無
相
無
念
を
も
っ
て
密
教
と
禅
宗
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
禅
の
優
位
を
貫
い
た
と
さ
れ
る
夢
窓
疎
石
（
一
二
七
五
～
一
三
五
一
）
は
、『
夢
中
問
答
』（
成
立
年
不
詳
）
の
中
で
、

密
宗
は
、
十
界
の
凡
聖
、
本
位
を
あ
ら
た
め
ず
。
全
く
こ
れ
大
日
如
来
な
り
と
談
ず
。
…
…
（
中
略
）
…
…
し
か
れ
ど
も
、
い
ま
だ

深
理
に
達
せ
ざ
る
人
を
誘
引
せ
ん
た
め
に
、
有
相
の
悉
地
を
明
か
せ
り
。
か
よ
う
の
方
便
を
ば
、
教
門
に
讓
る
故
に
、
禅
門
に
は
、

直
に
本
分
を
示
す
の
み）

（（
（

と
密
教
が
方
便
に
よ
っ
て
有
相
の
悉
地
を
説
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、禅
は
直
に
本
分
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
本
分
と
は
、

「
本
分
の
田
地
」
の
こ
と
で
「
諸
仏
・
賢
聖
の
智
慧
、
乃
至
衆
生
の
身
心
、
及
び
世
界
国
土
は
、
皆
こ
の
中
よ
り
出
生
せ
り）

（（
（

」
も
の
で
あ
り
、

禅
の
究
極
の
境
地
の
こ
と
で
あ
る）

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
禅
宗
で
も
無
相
の
優
位
性
を
説
く
た
め
に
、
機
根
の
解
釈
を
典
拠
と
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
密
教

と
の
一
致
、
あ
る
い
は
禅
を
究
極
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
よ
り
、『
瑜
祇
経
』
を
第
四
重
の
無
相
無
相
の
典
拠
と
し
て
用
い
た
こ
と
は
、
前
節
で
示
し
た
無
相
の
優
位
性
を
説
い
て
い
た
天

台
に
は
み
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
頼
瑜
在
世
時
に
な
る
と
、『
瑜
祇
経
』
を
用
い
て
無
相
を
述
べ
て
い
た
著
作
も
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
著
作
に
は
、
禅
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
頼
瑜
と
同
時
代
の
禅
宗
僧
と
の
関
連
性
も
み
ら
れ
た
。

頼
瑜
は
、
第
四
重
の
無
相
無
相
を
説
く
た
め
に
、『
瑜
祗
経
』
を
用
い
て
自
証
無
相
位
を
示
し
、
ま
た
『
瑜
祗
経
』
が
利
益
の
為
に
説

二
二
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か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
当
時
『
瑜
祗
経
』
を
理
解
せ
ず
に
文
の
み
を
典
拠
と
し
て
無
相
を
説
く
、
禅
宗
な

ど
を
包
括
す
る
解
釈
で
あ
る
た
め
、
当
時
の
禅
宗
が
頼
瑜
の
加
持
身
説
へ
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
頼
瑜
の
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
は
、
加
持
身
説
の
典
拠
と
な
る
重
要
な
思
想
で
あ
る
。

そ
こ
で
最
後
に
、
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
が
真
言
教
学
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
各
学
派
の
宗
義
决
択
書
よ
り
ま

と
め
て
い
き
た
い
。

五
、
有
相
無
相
の
解
釈
の
展
開

有
相
無
相
の
論
義
は
、
真
言
密
教
の
新
古
両
学
派
に
お
い
て
、
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
問
題
は
本

地
・
加
持
の
教
主
論
に
ま
で
及
ん
で
い
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
頼
瑜
以
降
に
な
る
と
、
根
来
寺
、
東
寺
、
高
野
山
を
中
心
に
、
各
教

学
が
発
達
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
教
学
は
そ
の
特
色
を
ふ
ま
え
て
、
根
来
の
加
持
身
説
（
新
義
）、
東
寺
の
不
二
門
学
説
、
高
野
の
而

二
門
学
説
（
宝
門
）、
不
二
門
学
説
（
寿
門
）
と
称
さ
れ
て
い
る
。
本
項
で
は
、
こ
れ
ら
の
教
学
的
特
色
が
み
ら
れ
る
代
表
的
な
宗
義
决

択
書
を
取
り
上
げ
て
、
有
相
無
相
の
問
題
が
後
世
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
考
察
し
て
み
た
い
。

そ
こ
で
、（
一
）
新
義
学
派
、（
二
）
東
寺
学
派
、（
三
）
覚
海
・
法
性
・
玄
海
等
の
学
風
を
承
け
た
宝
性
院
（
宝
門
派
）、（
四
）
道
範
・

杲
宝
の
学
風
を
承
け
た
無
量
寿
院
（
寿
門
派
）
に
分
け
て
、
有
相
無
相
の
展
開
を
み
て
い
き
た
い
。

（
一
）
新
義
学
派

聖
憲
（
一
三
〇
七
～
一
三
九
二
）
は
、『
大
疏
百
条
第
三
重
』（
成
立
年
不
詳
）
の
「
無
相
至
極
」
で
、

二
三
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問
う
、
此
の
義
は
自
宗
に
お
い
て
、
唯
だ
真
諦
の
み
有
り
、
俗
諦
の
法
無
し
や
。
答
う
、
二
義
あ
り
。
一
に
は
遮
情
を
以
て
俗
諦
と

為
し
、
表
徳
を
以
て
真
諦
と
為
す
故
に
、
俗
諦
無
相
、
真
諦
有
相
な
り
。
遠
く
顕
に
異
な
り
。
一
に
は
堀
池
、
顕
を
以
て
俗
諦
と
為
し
、

密
を
以
て
真
諦
と
為
す
。
ま
た
一
義
有
り
。
勝
劣
二
機
の
為
に
説
く
と
こ
ろ
の
有
相
無
相
の
法
門
な
り
。
有
相
を
以
て
俗
諦
と
為
し
、

無
相
を
以
て
真
諦
と
為
す
。
無
相
と
云
う
と
雖
も
、
一
心
無
相
に
同
ぜ
ず
。
法
法
自
爾
に
し
て
、
方
便
の
相
無
き
が
故
に
、
無
相
と

云
う
な
り
。

無
相
至
極
の
学
者
の
義
「
真
諦
の
中
に
仏
な
し
、
衆
生
な
し
と
説
く
」
は
、
先
の
如
く
、
顕
の
真
諦
無
相
の
義
を
述
ぶ
る
な
り
。「
真

諦
の
中
に
仏
有
り
、
衆
生
有
り
と
説
く
」
は
、
真
諦
の
言
は
な
お
、
前
の
顕
の
真
諦
を
呼
ぶ
な
り
。
意
は
顕
の
無
相
の
真
諦
を
「
有

仏
有
衆
生
」
と
説
け
ば
、
密
の
俗
諦
の
法
門
と
な
る
な
り
。
此
の
「
有
仏
有
衆
生
」
の
重
に
、
勝
劣
二
機
に
被
る
有
相
無
相
の
二
重

あ
る
べ
き
な
り
。
此
の
二
重
は
密
に
お
い
て
は
な
お
、
俗
諦
な
る
が
故
に
、
此
の
上
に
「
五
居
足
断
じ
て
十
慮
手
亡
す
」
至
極
の
無

相
を
真
諦
と
為
す
な
り
。
彼
の
位
を
ば
ま
た
、「
無
仏
無
衆
生
」
と
云
う
べ
き
な
り
。
此
の
義
に
て
は
、
顕
の
真
諦
と
密
の
俗
諦
と

を
合
し
て
、
此
の
二
諦
と
云
う
な
り
。
先
の
義
に
て
は
、
顕
密
の
各
の
真
諦
を
取
っ
て
、
二
諦
と
云
う
な
り
。
真
真
二
諦
な
り）

（（
（

と
真
言
宗
に
お
け
る
伝
統
的
な
有
相
無
相
の
解
釈
を
あ
げ
た
の
ち
、
頼
瑜
の
四
重
秘
釈
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
機
根
の
違

い
に
よ
る
有
相
無
相
に
つ
い
て
述
べ
た
あ
と
、
真
俗
二
諦
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

（
二
）
東
寺
学
派

頼
宝
（
一
二
七
九
～
一
三
三
〇
）
は
、『
真
言
名
目
』（
十
四
世
紀
前
半
成
立
）
の
「
有
相
無
相
事
」
で
、

有
相
無
相
に
重
重
有
り
。
淺
略
義
に
、
有
相
と
は
、
凡
夫
所
知
の
色
心
の
諸
法
の
事
相
は
顕
了
に
し
て
、
心
前
に
現
行
し
了
し
易
く

知
り
易
き
を
有
相
と
云
う
な
り
。
無
相
と
は
、
諸
法
の
體
性
は
如
幻
虚
仮
、
自
性
空
に
し
て
無
色
無
形
、
一
相
も
存
せ
ざ
る
が
故
に
、

二
四
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無
相
と
云
う
な
り
。
深
秘
義
に
、
有
相
と
は
、
一
切
法
各
々
の
相
分
明
に
し
て
住
す
る
な
り
。
無
相
と
は
、
一
相
の
中
に
一
切
の
相

を
具
し
て
、
一
相
に
留
ま
ら
ざ
る
を
云
う
な
り
。
一
切
の
相
を
具
し
て
一
相
無
き
が
故
に
無
相
と
云
う
な
り
。
非
色
非
形
に
非
ず
な

り
。
先
の
義
は
常
途
の
顕
教
の
意
な
り
。
後
の
義
は
真
言
表
徳
の
義
な
り）

（（
（

と
有
相
無
相
を
浅
略
の
有
相
無
相
、
深
秘
の
有
相
無
相
に
分
け
、
浅
略
の
有
相
無
相
を
常
途
の
顕
教
、
深
秘
の
有
相
無
相
を
真
言
表
徳
と

し
て
い
る
。

ま
た
杲
宝
（
一
三
〇
六
～
一
三
六
二
）
は
、『
大
日
経
疏
演
奥
鈔
』（
成
立
年
不
詳
）
巻
七
で
、

凡
そ
有
相
無
相
の
相
対
は
判
釈
多
途
な
り
。
大
い
に
約
し
て
之
れ
を
云
う
に
則
ち
三
意
有
り
。
一
に
、
相
は
相
状
な
り
。
色
心
等
の

法
の
状
相
を
有
相
と
名
づ
け
、
無
色
無
形
の
空
理
を
無
相
と
名
づ
く
。
常
途
の
諸
教
は
盛
ん
に
此
の
釈
を
作
す
。
今
此
の
『
疏
』
の

中
に
、
世
間
三
昧
道
を
有
相
と
名
づ
け
、
十
縁
生
句
観
を
無
相
と
名
づ
く
る
は
即
ち
此
の
義
な
り
。
二
に
、
相
は
差
別
の
義
な
り
。

…
…
（
中
略
）
…
…
三
に
、
相
は
造
作
の
義
な
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
是
れ
則
ち
有
為
生
滅
の
法
を
有
相
と
名
づ
け
。
無
為
常
住

の
法
を
無
相
と
名
づ
く）

（（（
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（［　
　

］
内
は
割
注
）

と
有
相
無
相
に
つ
い
て
相
状
（
顕
教
）、
差
別
、
造
作
の
三
つ
の
方
面
よ
り
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
『
開
心
抄
』（
一
三
四
九
年
成
立
）
巻

上
の
「
秘
密
修
禅
門
」
で
は
、

問
う
、
或
禅
者
に
云
く
、「『
大
日
経
』
に
云
く
、
甚
深
無
相
法
は
、
劣
恵
の
堪
え
ざ
る
所
、
彼
等
に
応
ぜ
ん
が
為
の
故
に
兼
ね
て
有

相
の
説
を
存
せ
り
云
々
。
大
師
の
釈
に
云
く
、
秘
蔵
の
奥
旨
は
文
を
得
る
こ
と
を
貴
ば
ず
。
只
だ
心
を
以
て
心
を
伝
う
る
に
あ
り
。

文
は
是
れ
糟
粕
、
文
は
是
れ
瓦
礫
な
り
云
々
。
此
等
の
文
に
依
て
、
密
教
も
ま
た
無
相
の
心
性
を
以
て
甚
深
所
宗
と
為
す
。
手
作
口

二
五
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誦
の
事
行
は
皆
、
是
れ
兼
存
有
相
説
な
り
。
秘
蔵
奥
旨
は
禅
家
の
本
分
、
帰
す
と
こ
ろ
に
浅
深
無
し
云
々
」
此
の
事
は
如
何
。
答
う
、

有
相
無
相
の
分
別
は
説
相
交
参
し
、
疑
義
解
し
難
し
。『
経
』
に
甚
深
無
相
を
説
く
を
釈
し
て
云
く
、
秘
蔵
奥
旨
は
若
し
祖
承
口
決

を
受
け
ざ
れ
ば
、
輒
ち
文
に
任
せ
て
義
を
取
る
。
定
ん
で
魯
魚
の
錯
有
る
か
。
禅
者
比
判
す
る
に
頗
る
論
を
為
す
に
足
ら
ず
。
凡
そ

以
心
伝
心
は
、
両
部
の
肝
心
、
一
家
の
秘
府
な
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
此
の
宗
意
は
有
相
無
相
異
な
る
と
雖
も
、
曼
荼
羅
荘
厳
は

儼
然
と
し
て
缺
無
し
。
豈
に
禅
門
所
宗
に
同
ず
べ
し
や）

（（（
（

と
或
る
禅
者
の
疑
問
に
対
し
て
、『
大
日
経
』
に
よ
っ
て
「
有
相
と
無
相
は
異
な
る
と
雖
も
曼
荼
羅
荘
厳
に
お
い
て
厳
然
と
し
て
欠
く
も

の
は
な
い
」
と
し
、
禅
門
所
宗
と
異
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
別
本
の
「
秘
密
修
禅
門
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

其
の
旨
は
正
し
く
『
無
畏
疏
』
に
在
り
。
然
れ
ば
則
ち
高
祖
の
釈
の
以
心
伝
心
は
、
彼
の
以
心
灌
頂
を
指
す
。
予
、
親
り
先
師
に
従

い
忝
く
此
の
奥
旨
を
伝
う
る
は
、
誠
に
是
れ
秘
中
の
秘
。
極
中
の
極
な
り
。
従
う
と
雖
も
禅
家
の
宗
風
を
窮
め
て
、
若
し
秘
蔵
の
淵

府
を
伺
わ
ざ
れ
ば
、
争
輒
ち
其
の
至
賾
を
判
ず
べ
し
や）

（（（
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
筆
者
）

こ
こ
で
は
、
以
心
灌
頂
に
よ
っ
て
奥
旨
を
伝
え
る
の
は
秘
中
の
秘
、
極
中
の
秘
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
杲
宝
は
或
る
禅
者
に
対
し
て
、
禅
宗
の
無
相
と
密
教
の
無
相
と
が
異
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
杲
宝

は
『
杲
宝
私
抄
』（
一
三
四
〇
年
成
立
）
巻
五
の｢

自
証
極
位
言
説
有
無
事｣

で
、『
瑜
祗
経
』
の
文
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
我
本
無
有
言
」
等
の
経
文
に
至
り
て
は
、「
我
本
無
有
言
」
と
は　

字
な
り
。
離
言
説
の
字
な
る
が
故
に
「
無
有
言
」
と
云
う
。「
但

為
利
益
説
」
と
は
諸
尊
の
三
昧
な
り
。
追
っ
て
之
れ
を
案
ず
べ
し）

（（（
（

二
六



頼
瑜
の
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
に
つ
い
て

137

こ
こ
で
は
、
実
運
と
同
じ
く
字
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
賢
宝
（
一
三
三
三
～
九
八
）
は
、『
覚
母
鈔
』（
成
立
年
不
詳
）
の
巻
四
で
、

私
に
云
く
、
十
縁
生
句
を
以
て
諸
法
を
視
る
に
、
無
性
は
是
れ
初
重
の
無
相
な
り
。
此
の
上
に
明
か
す
と
こ
ろ
、
大
空
三
昧
と
は
是

れ
第
二
重
の
無
相
な
り
。『
十
住
心
論
』
第
三
に
云
く
、「
一
切
世
間
の
縁
起
の
法
は
種
々
の
形
、
種
々
の
相
を
具
す
。
若
し
阿
字
門

に
入
ら
ば
、悉
く
一
切
の
相
を
離
れ
る
。離
相
の
相
は
相
と
し
て
具
せ
ず
と
い
う
こ
と
な
し
、是
れ
則
ち
法
身
普
現
色
身
に
し
て
、各
々

四
種
曼
荼
羅
を
具
す
」
と
文
り）

（（（
（

と
十
縁
生
句
を
以
て
初
重
の
無
相
を
説
き
、
大
空
三
昧
が
第
二
重
の
無
相
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
頼
瑜
が
第
三
重
の
証

文
と
し
た
『
十
住
心
論
』
を
引
用
し
て
い
る
。

（
三
）
宝
門
派

宥
快
は
、『
宗
義
决
択
集
』（
成
立
年
不
詳
）
の
巻
四
の
「
自
証
極
位
」
で
、

『
秘
経
』の「
我
本
無
有
言
」の
文
は
、此
は　

字
の
字
義
、言
説
不
可
得
に
結
帰
す
る
な
り
。
凡
そ
諸
の
字
門
に
相
と
義
の
二
つ
有
り
。

今
、　

字
の
字
相
は
、
言
説
、
字
義
は
言
説
不
可
得
な
り
。
此
の
所
遣
の
言
説
は
字
相
の
妄
言
説
な
り
。
故
に
「
我
本
無
有
言
」
と

云
う
。
謂
く
、
大
日
法
身
は
本
よ
り
自
ら
妄
言
説
無
け
れ
ば
な
り
。「
但
為
利
益
説
」
と
は
、
如
義
語
を
以
て
利
益
の
為
に
之
れ
を

説
く
と
云
う
義
な
り）

（（（
（

と
『
瑜
祗
経
』
の
一
文
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、｢

真
実
事
行
品｣

に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

二
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（
四
）
寿
門
派

印
融
（
一
四
三
五
～
一
五
一
九
）
は
、『
杣
保
隠
遁
鈔
』（
一
五
一
六
年
成
立
）
の
巻
一
四
の
「
相
無
相
真
実
事
」
で
、

余
教
の
談
門
は
会
通
に
及
ば
ず
に
候
う
。
自
宗
の
談
門
は
、
経
疏
の
文
に
付
し
て
四
重
秘
釈
を
作
り
候
う
時
に
、
初
重
は
有
相
浅
権
、

無
相
深
実
、
第
二
重
は
有
相
無
相
浅
権
、
第
三
重
は
有
相
無
相
深
実
、
第
四
重
は
無
相
浅
権
、
有
相
深
実
と
意
を
得
る
べ
き
に
候
う
。

隨
っ
て
『
要
略
念
誦
経
』
に
、「
相
無
相
甚
深
、
少
智
不
能
入
、
依
無
相
説
相
、
摂
彼
二
種
人
」
と
説
き
た
ま
い
て
候
う
。
此
の
文

の
中
の
、「
相
無
相
甚
深
」
は
、
第
三
重
相
無
相
真
実
の
文
に
て
候
う
。「
依
無
相
説
相
」
は
、
第
四
重
無
相
浅
権
有
相
深
実
の
文
に

て
候
う
。「
摂
彼
二
種
人
」
は
、
第
三
重
第
四
重
の
二
人
に
て
候
う
。
此
の
文
の
意
を
以
て
難
文
を
会
通
し
申
す
に
候
う
は
、
先
づ

『
大
日
経
』
の
「
甚
深
無
相
法
」
等
の
文
を
『
不
思
議
疏
』
に
釈
せ
ら
る
る
候
う
時
、「
甚
深
無
相
法
」
と
は
本
不
生
の
理
な
り
。
著

相
の
劣
慧
は
悟
入
す
る
こ
と
を
得
ず
の
故
に
釈
し
て
候
う
。
此
の
意
に
「
甚
深
無
相
法
」
と
は
、
本
不
生
の
理
に
て
候
う
。
此
の
理

に
は
、
著
相
劣
恵
の
有
相
の
機
は
悟
入
せ
ざ
る
と
こ
ろ
に
て
候
う
。
此
の
初
重
の
有
相
浅
権
無
相
深
実
の
分
斉
に
候
う
。
之
に
依
て

難
勢
に
引
証
せ
ら
る
る
無
相
甚
深
の
文
は
、
初
重
の
分
斉
に
し
て
第
四
重
に
は
及
ぶ
べ
か
ら
ず
に
候
う
。
来
れ
る
所
の
難
勢
を
加
様

に
会
通
申
さ
ば
、
講
答
成
立
す
る
と
こ
ろ
に
て
候
う）

（（（
（

と
四
重
秘
釈
を
用
い
て
有
相
無
相
を
解
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
初
重
を
有
相
浅
権
・
無
相
深
実
、
第
二
重
を
有
相
無
相
と
も
に
浅
権
、

第
三
重
を
有
相
無
相
と
も
に
深
実
、
第
四
重
を
無
相
浅
権
・
有
相
深
実
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
「
真
実
事
行
品
」
の
一
文
、「
甚
深
無
相
」

を
本
不
生
の
理
に
し
て
、
劣
慧
の
有
相
の
機
は
悟
入
し
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
印
融
が
有
相
を
甚
深
と
解
釈
し
て
い

る
こ
と
は
、『
古
筆
拾
集
抄
』（
一
五
〇
一
年
頃
成
立
）
巻
三
の
「
相
無
相
分
別
之
事）

（（（
（

」
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
頼
瑜
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
は
、
聖
憲
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
東
寺
学
派
や
古

二
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義
に
お
い
て
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
四
重
秘
釈
を
説
い
て
い
る
印
融
に
し
て
も
、
初
重
で
無
相
の
浅
略
を
説
き
、

第
四
重
で
有
相
の
深
秘
を
説
く
、
古
来
の
真
言
宗
を
踏
襲
す
る
よ
う
な
も
の
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
お
わ
り
に

頼
瑜
の
説
く
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
は
、加
持
身
説
法
の
教
理
学
的
論
拠
と
な
る
自
証
極
位
無
相
を
述
べ
る
た
め
に
、『
大
日
経
』
の
「
真

実
事
行
品
」、『
大
日
経
疏
』、『
瑜
祇
経
』、
そ
れ
に
『
十
住
心
論
』
や
『
秘
蔵
宝
鑰
』
な
ど
の
空
海
の
著
作
を
典
拠
と
し
て
用
い
て
い
た
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
証
文
を
見
て
み
た
と
こ
ろ
、『
大
日
経
』
の
「
真
実
事
行
品
」
は
有
相
無
相
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
天
台
に
お
い
て

は
安
然
の
頃
よ
り
無
相
の
優
位
性
を
示
す
た
め
の
典
拠
と
し
て
た
び
た
び
用
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、『
瑜
祇
経
』
は
無
相
を

説
く
た
め
の
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
頼
瑜
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
禅
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
著
作
の
中
で
、
無

相
の
優
位
性
を
示
す
た
め
の
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
で
は
、
頼
瑜
の
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
と

同
様
な
解
釈
方
法
を
用
い
て
無
相
の
優
位
性
を
述
べ
て
い
た
。

頼
瑜
の
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
は
、『
大
日
経
』
の
「
真
実
事
行
品
」
を
用
い
て
第
二
重
の
有
相
無
相
、
第
三
重
の
無
相
有
相
を
述
べ

て
い
た
。
ま
た
『
瑜
祇
経
』
を
用
い
て
、
本
よ
り
言
説
な
き
も
の
（
第
四
重
の
無
相
無
相
）
を
利
益
の
た
め
に
説
い
て
い
る
（
第
三
重
の

無
相
有
相
）
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
う
え
で
頼
瑜
は
、
自
証
極
位
の
無
相
、
す
な
わ
ち
第
四
重
を
無
相
無
相
と
し
、
真
言
宗
で
は

無
相
を
至
極
と
す
る
こ
と
を
述
べ
た
。

し
た
が
っ
て
、
頼
瑜
の
有
相
無
相
の
四
重
秘
釈
は
、
天
台
に
お
い
て
異
議
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
「
真
実
事
行
品
」
の
証
文
を
第
二
重
の

有
相
無
相
、
第
三
重
の
無
相
有
相
に
包
括
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
密
禅
一
致
な
ど
禅
と
の
融
合
や
一
致
、
あ
る
い
は
禅
の
優
位
性
を
説
く

著
作
に
お
い
て
無
相
を
示
す
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
『
瑜
祇
経
』
を
、
第
三
重
の
無
相
有
相
を
説
く
経
典
と
す
る
な
ど
の
特
徴
が

二
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み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
結
果
と
し
て
他
宗
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
無
相
有
相
の
問
題
を
終
結
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
頼
瑜
の
四
重
秘
釈
は
、
加
持
身
説
法
を
提
唱
す
る
と
同
時
に
、
当
時
の
天
台
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
有
相
無
相

の
問
題
に
対
す
る
解
答
で
あ
り
、
ま
た
終
結
さ
せ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
頼
瑜
の
四
重
秘
釈
は
、
頼
瑜
在
世
時
に
お

い
て
有
相
無
相
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
た
他
宗
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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重
秘
釈
」、『
密
教
大
辞
典
』、
九
三
一
頁

（9）
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
五
（
大
正
蔵
七
九
、六
三
六
上
・
中
）

（10）
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
五
（
大
正
蔵
七
九
、六
三
六
上
・
中
）

（11）
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
一
八
、一
下
）

（12）
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
一
五
（
大
正
蔵
七
九
、七
八
二
下
）

（13）
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
一
五
（
大
正
蔵
七
九
、七
八
二
下
）

（14）
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
五
（
大
正
蔵
七
九
、六
三
六
中
）

（15）
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
一
八
、四
下
）

（16）
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
一
五
（
大
正
蔵
七
九
、七
八
三
中
）

（17）
「
今
こ
の
経
に
依
り
て
真
言
行
者
の
住
心
の
次
第
を
顕
わ
す
。
顕
密
二
教
の
差
別
も
ま
た
こ
の
中
に
あ
り
」、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心

論
』
巻
一
（
弘
全
一
輯
、
一
二
九
～
一
三
〇
）

（18）
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
一
五
（
大
正
蔵
七
九
、七
八
三
中
）

（19）
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
五
（
大
正
蔵
七
九
、六
三
六
中
）

（20）
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
巻
三
（
弘
全
一
輯
、
二
五
一
）

（21）
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
二
（
大
正
蔵
七
九
、五
九
五
中
）

（22）
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
一
三
（
大
正
蔵
七
九
、七
八
二
下
）

（23）
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
五
（
大
正
蔵
七
九
、六
三
六
中
）

（24）
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
』
巻
一
九
（
大
正
蔵
三
九
、七
七
三
下
～
七
七
四
上
）

（25）
『
金
剛
峰
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』
巻
下
（
大
正
蔵
一
八
、二
六
九
下
）

（26）
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
一
八
、一
下
）

三
一
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（27）
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
巻
一
（
大
正
蔵
一
八
、四
下
）

（28）
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
巻
七
（
大
正
蔵
一
八
、五
四
下
）

（29）
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
巻
七
（
大
正
蔵
一
八
、五
四
下
）

（30）
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
巻
三
（
弘
全
一
輯
、
二
五
一
）

（31）
『
金
剛
峰
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』
巻
下
（
大
正
蔵
一
八
、二
六
九
下
）

（32）
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
』
巻
一
九
（
大
正
蔵
三
九
、七
七
三
下
）

（33）
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
』
巻
一
九
（
大
正
蔵
三
九
、七
七
四
上
）

（34）
「
自
宗
意
以
無
相
可
為
極
耶
事
」、『
大
疏
第
一
愚
草
』（
藤
田
隆
乗
［
二
〇
〇
二
］（
前
掲
註

（2）
）

（35）
『
瑜
祇
経
拾
古
鈔
』
巻
下
（
日
蔵
一
七
、八
八
上
）

（36）
『
顕
密
問
答
鈔
』
巻
下
（
続
真
全
二
三
、一
七
～
一
八
）

（37）
『
金
剛
頂
経
開
題
愚
草
』（
金
剛
頂
経
研
究
会
［
一
九
九
五
］、［
一
九
九
六
］「［
共
同
研
究
］
頼
瑜
撰
『
金
剛
頂
経
開
題
愚
草
』
本

文
と
国
訳
（
一
）、（
二
）」、『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
一
七
、一
八
）

（38）
『
阿
字
秘
釈
』
巻
中
（『　

字
秘
釈
』
研
究
会
編
［
二
〇
一
二
］『
頼
瑜
記　

字
秘
釈
』、
五
九
～
六
一
頁
）

（39）
藤
田
隆
乗
［
二
〇
〇
一
］（
前
掲
註

（2）
）

（40）
『
十
住
心
論
衆
毛
鈔
』
巻
七
（
真
全
三
七
、四
八
〇
下
）

（41）「
相
に
即
し
て
無
相
な
り
、無
相
に
即
し
て
一
切
相
を
具
す
る
な
り
」、『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
』巻
一
九（
大
正
蔵
三
九
、七
七
〇
上
）

（42）
「
凡
そ
諸
の
所
有
の
挙
手
動
足
は
皆
、
密
印
と
成
り
、
所
有
の
言
語
は
便
ち
真
言
と
成
り
、
所
有
の
心
念
は
自
ら
定
慧
と
成
っ
て
万

徳
自
厳
な
り
」、『
五
輪
九
字
秘
密
釈
』（
興
全
下
、
二
五
一
）

（43）
「
阿
字
の
意
深
く
し
て
空
寂
の
體
な
り
。
万
法
の
母
な
り
。
大
灌
頂
王
な
り
」、『
三
種
悉
地
破
地
獄
転
業
障
出
三
界
秘
密
陀
羅
尼
法
』

（
大
正
蔵
一
八
、九
一
〇
中
）

三
二
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（44）
「
然
も
此
の
心
源
は
微
妙
寂
絶
に
し
て
無
名
無
相
な
り
」、『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
』
巻
一
二
（
大
正
蔵
三
九
、七
〇
五
下
）

（45）
「
五
居
足
断
え
、
十
慮
手
亡
す
」、『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
巻
七
（
弘
全
第
三
輯
、
四
七
九
）
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
五
（
大
正
蔵

三
二
、六
三
七
下
）
の
合
釈
か
（
勝
又
俊
教
編
［
一
九
八
一
］『
真
言
の
教
学
』、
六
〇
四
頁
）

（46）
「
月
即
ち
是
れ
心
な
り
、
心
即
ち
是
れ
月
な
り
」、『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
巻
八
（
大
正
蔵
三
、三
二
八
下
）

（47）
「　

字
素
光
の
色
を
炳
現
す
」、『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』（
大
正
蔵
三
二
、五
七
四
中
）

（48）
「　

字
は
是
れ
金
剛
輪
な
り
。
〇
然
も
此
の
字
の
形
体
も
ま
た
方
な
り
。
此
の
字
、
正
方
に
し
て
金
剛
の
色
に
作
ら
し
む
と
観
ず
」、

『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
』
一
六
（
大
正
蔵
三
九
、七
四
九
上
）

（49）
「
体
は
潔
白
の
体
な
り
。
形
相
は
満
月
の
如
し
」、『
異
本
即
身
成
仏
義
』（
弘
全
第
四
輯
、
八
）

（50）
藤
田
隆
乗
［
二
〇
〇
二
］（
前
掲
註

（2）
、
六
一
頁
）

（51）
「
三
宝
院
流
地
蔵
院
方
相
承
糸
括
大
事
并
口
伝
」（『
東
密
諸
法
流
印
信
類
聚
』
巻
二
、二
五
六
）

（52）
藤
田
隆
乗
［
二
〇
〇
二
］（
前
掲
註

（2）
、
六
七
頁
）

（53）
「
三
宝
院
地
蔵
院
流
実
勝
頼
瑜
相
承　

長
続
印
信
」（『
東
密
諸
法
流
印
信
類
聚
』
巻
二
、一
五
六
）

（54）
朱
書
で
第
三
重
と
あ
る
。（『
東
密
諸
法
流
印
信
類
聚
』
巻
二
、一
五
六
）

（55）
「
道
教
不
共
ノ
大
事
」
の
第
三
重
印
明
に
は
、
六
大
の
一
つ
で
あ
る
識
大
（
の
総
字
）
を
あ
ら
わ
す　

字
が
欠
落
し
て
い
る
点
。
真

空
の
有
相
無
相
の
解
釈
が
、
初
重
か
ら
第
三
重
の
三
重
解
釈
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
世
に
お
い
て
頼
瑜
の
四
重
秘
釈
は
、
第
二
重

か
ら
第
四
重
の
三
重
釈
に
初
重
（
浅
略
）
を
加
え
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
点
。
な
ど

（56）
高
柳
さ
つ
き
［
二
〇
〇
八
］（
前
掲
註

（3）
）

（57）
田
戸
大
智
［
二
〇
一
〇
ｂ
］（
前
掲
註

（4）
）

（58）
榊
義
孝
［
一
九
七
七
］「
加
持
身
説
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」、『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
五

（59）
『
大
疏
百
條
第
三
重
』
巻
五
（
大
正
蔵
七
九
、六
七
五
上
）

三
三
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（60）

｢

有
相
無
相｣

、『
密
教
辞
典
』
四
一
頁

（61）
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
巻
七
（
大
正
蔵
一
八
、五
四
下
）

（62）
窪
田
哲
正
［
一
九
九
一
］「『
雑
々
抄
』
に
お
け
る
円
密
勝
劣
論
―
―
「
顕
密
二
宗
同
異
事
」
の
所
説
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
天
台
思

想
と
東
ア
ジ
ア
文
化
の
研
究
』）、同
［
一
九
九
二
］「
日
本
天
台
に
お
け
る
有
相
三
密
方
便
説
―
―
「
兼
存
有
相
説
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ

て
―
―
」（『
仏
教
に
お
け
る
心
と
形
』、
日
本
仏
教
学
会
）

（63）
『
真
言
宗
教
時
義
』
巻
四
（
大
正
蔵
七
五
、四
四
五
上
）

（64）
『
真
言
宗
教
時
義
』
巻
四
（
大
正
蔵
七
五
、四
四
五
中
）

（65）
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
巻
二
（
大
正
蔵
一
八
、十
下
）

（66）
窪
田
哲
正
［
一
九
九
二
］（
前
掲
註

（62）
、
一
五
二
頁
）

（67）
『
天
台
真
言
二
宗
同
異
章
』（
大
正
蔵
七
四
、四
二
〇
上
）

（68）
『
大
日
経
見
聞
』
巻
三
（
日
本
蔵
二
六
、一
五
上
・
下
）

（69）
『
大
日
経
見
聞
』
巻
八
（
日
本
蔵
二
六
、一
〇
五
上
）

（70）
『
明
矢
石
論
』（
日
蔵
六
三
、二
九
二
）

（71）
『
二
帖
抄
』（
天
全
九
、一
五
二
下
）、『
二
帖
抄
見
聞
』
巻
下
（
天
全
九
、二
九
四
下
）、『
等
海
口
伝
抄
』（
天
全
九
、五
六
三
上
）

（72）
『
二
帖
抄
』
巻
下
（
天
全
九
、一
五
二
上
）

（73）
窪
田
哲
正
［
一
九
九
二
］（
前
傾
註

（62）
、
一
五
〇
頁
）

（74）
『
胎
蔵
金
剛
菩
提
心
義
略
問
答
抄
』
巻
一
（
大
正
蔵
七
五
、四
五
八
下
）

（75）
窪
田
哲
正
［
一
九
九
一
］（
前
掲
註

（62）
に
掲
載
）

（76）
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
巻
九
六
（
大
正
蔵
七
六
、八
一
六
中
）

（77）
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
巻
九
六
（
大
正
蔵
七
六
、八
一
六
中
）

三
四
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（78）
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
巻
九
六
（
大
正
蔵
七
六
、八
一
六
中
）

（79）
『
溪
嵐
拾
葉
集
』
巻
九
六
（
大
正
蔵
七
六
、八
一
六
下
）

（80）
『
瑜
祇
経
秘
訣
』
巻
下
（
真
全
五
、二
六
上
）

（81）
『
瑜
祇
経
口
決
』
巻
五
（
真
全
五
、一
三
二
下
）

（82）
『
瑜
祇
経
聴
聞
抄
』
巻
上
（
続
天
全
〈
密
教
二
〉、
二
六
九
下
）

（83）
『
瑜
祇
秘
要
訣
』
巻
一
二
（
真
全
五
、四
三
二
下
～
四
三
三
上
）

（84）
『
瑜
祗
経
見
聞
』（
続
天
全
〈
密
教
二
〉、
二
〇
九
下
）

（85）
『
真
禅
融
心
義
』
巻
上
（
中
尾
良
信
［
一
九
八
〇
］
前
掲
註

（71）
に
掲
載
）

（86）
『
真
禅
融
心
義
』
巻
下
（
中
尾
良
信
［
一
九
八
〇
］）

（87）
『
真
禅
融
心
義
』
巻
上
（
中
尾
良
信
［
一
九
八
〇
］）

（88）
『
菩
提
心
論
開
見
抄
』（
田
戸
大
智
［
二
〇
〇
八
］
紹
介
、
一
二
四
頁
）

（89）
『
菩
提
心
論
見
聞
』
巻
四
（
大
正
蔵
七
〇
、一
一
三
中
）

（90）
「
自
証
の
境
は
、
説
者
も
無
言
、
観
者
も
無
見
な
り
」、『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
』
巻
一
（
大
正
蔵
三
九
、五
八
五
上
）

（91）
「
無
生
の
相
は
法
界
宮
に
現
じ
、
無
染
不
染
の
相
は
五
大
の
色
を
具
す
。
無
言
不
言
の
相
は
三
昧
耶
を
説
く
」、『
大
毘
盧
遮
那
成
道

心
目
』（
日
仏
全
二
六
、六
四
八
下
）

（92）
『
沙
石
集
』
巻
一
〇
末
ノ
一
三
（〈
新
編
〉
日
本
古
典
文
学
全
集
五
二
、六
〇
二
頁
）

（93）
『
沙
石
集
』
巻
五
末
ノ
七
（〈
新
編
〉
日
本
古
典
文
学
全
集
五
二
、三
〇
三
頁
）

（94）
「
方
便
は
重
々
あ
れ
ど
も
行
業
の
落
居
す
る
所
は
皆
、無
相
無
念
な
り
。
密
も
禅
も
其
の
意
同
じ
か
る
べ
し
」、『
聖
財
集
』
巻
下
（
国

立
国
会
図
書
館
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
八
六
頁
）

（95）
『
夢
中
問
答
』
巻
上
（
講
談
社
学
術
文
庫
『
夢
中
問
答
集
』、
一
五
頁
）

三
五
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（96）
『
夢
中
問
答
』
巻
下
（
講
談
社
学
術
文
庫
『
夢
中
問
答
集
』、
六
三
頁
）

（97）
詳
し
く
は
、
末
木
文
美
士
［
二
〇
〇
八
］『
鎌
倉
仏
教
展
開
論
』（
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、
二
六
七
頁
）

（98）
『
大
疏
百
條
第
三
重
』
巻
五
（
大
正
蔵
七
九
、六
七
六
中
）

（99）
『
真
言
名
目
』（
大
正
蔵
七
七
、七
三
四
中
）

（100）
『
大
日
経
疏
演
奥
抄
』
巻
七
（
大
正
蔵
五
九
、七
二
中
）

（101）
『
開
心
抄
』
巻
上
（
大
正
蔵
七
七
、七
四
二
下
）

（102）
『
開
心
抄
』
巻
上
（
大
正
蔵
七
七
、七
五
二
上
）

（103）
『
杲
宝
私
抄
』
巻
五
（
真
全
二
〇
、八
〇
上
）

（104）
『
覚
母
鈔
』
巻
四
（
国
立
国
会
図
書
館
、
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
四
～
一
五
頁
）

（105）
『
宗
義
决
択
集
』
巻
四
（
真
全
一
九
、七
三
下
～
七
四
上
）

（106）
『
杣
保
隠
遁
鈔
』
巻
一
四
（
真
全
二
〇
、三
九
九
下
～
四
〇
〇
上
）

（107）
『
古
筆
拾
集
抄
』
巻
三
（
真
全
一
八
、三
三
九
上
）

三
六




